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「山火事など世界災害」国際会議を活かしましょう

日本消防協会 会長　秋本　敏文　　

　地球環境の変化のもと、日本国内はもとより世界各地において、大規模な水害、山火事な
ど、これまでと様相の異なる災害が発生しています。そして、各国消防は、それぞれ地域住
民の安全を守るよう全力を尽くしています。
　このような状況においては、世界各国がそれぞれの状況に応じて展開している消防活動に
ついて情報交流を行い、それらを参考にしながら一層の消防体制の充実強化を進めることは
我が国消防にとっても意義があるであろうとの思いのもと、新しい日本消防会館を活用し
て、国際的な情報交流の会議を開催することとしました。そして、各国のご協力により世界
主要７か国、さらに CTIF（国際消防救助協会）のご参加を頂き、国内消防関係者にもご出
席を頂いて会議を開催することができました。この国際会議開催を決定した後に、我が国に
おいては岩手県大船渡市において大規模な山火事が発生し、この会議に対する注目は一段と
高まったようにも思われます。
　この会議の状況はこの報告書に記載のとおりですが、各国とも消火活動に全力を尽くすと
ともに、住宅への延焼防止、住民の皆さんへの必要な情報提供などに配慮しており、これら
は我が国にとっても参考になると思われます。
　新しい日本消防会館は、日本消防の総合的な中核拠点として、世界的にもあまり例がない
施設であり、これまでもその活用については関係の方々のご意見を伺いながら努力してきま
したが、今回の国際会議は、この新会館の活用方法として、今後においても参考になると思
われます。
　最後になりましたが、この国際会議の開催についてご協力頂いた方々に対し、深く感謝申
し上げます。
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　  「山火事など世界災害」国際会議

　地球環境の変化を背景に、近年、世界各国において大規模な山火事などの災害が発生し、各国
消防は全力を尽くして対応している。我が国においても、特に、最近、大規模な山火事などの発
生が見られる。この時に当たり、世界各国における山火事などの災害の現状、消防の対応状況に
ついて情報交流を行い、今後の消防の対応についての参考とするものである。

１　開催日時		 令和７年７月２日（水）

２　開催場所		 ニッショーホール

３　参 加 国		 カナダ、フランス、ドイツ、イタリア、ポルトガル
		  イギリス、アメリカ、ＣＴＩＦ（国際消防救助協会）、日本　

４　会議プログラム
　①開　会	 主催者挨拶（日本消防協会会長）
	 来賓挨拶　（総務大臣）
　②第１部	 災害の状況及び各国消防の対応状況発表
　　・カナダ（カナダ義勇消防協会会長　マイケル・ロケット）
   　・フランス（フランス消防協会副会長　クリストフ・マルシャル）
   　 ・ドイツ　（ドイツ消防協会会長　カール・ハインツ・バンセ）
   　 ・イタリア（イタリア国家消防庁機関連携・国際協力部長　ステファニア・フィオーレ）
   　 ・ポルトガル（ポルトガル消防大学校理事会顧問　ヴィトール・レイス）
　    ・イギリス（国王陛下監察警察・消防救助局監察官　ポール・ラトクリフ） 
　　・アメリカ（全米義勇消防協会元会長　ケビン・クイン）
   　 ・ＣＴＩＦ（国際消防救助協会総裁　ミラン・ドゥブラバク）
   　 ・日　　本（総務省消防庁国民保護・防災部地域防災室長　福西　竜也）
　③第２部	 パネルディスカッション
　　○各国等代表
　　○司会、進行（日本消防協会会長　秋本敏文）
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主催者挨拶（日本消防協会会長　秋本　敏文）

　これまでの人類の歴史の中で世界各地、さまざまな災害事故の発生を体験しておりますけれ
ども、特に最近は地球環境の変化や社会経済の変化を反映しているのか、これまでと様相が異
なるさまざまな大規模な災害が各地で発生しております。そして、その都度、各国の消防はそ
れぞれの地域の状況に応じながら地域の皆さんの安全確保のため、力を尽くしていますけれど
も、なかなか容易ではありません。そのような状況を背景としながら、このたびの日本におけ
る総合的な消防の中核拠点完成を契機として世界各国における近年の災害発生状況、消防の活
動状況に関する情報の交流を行い、世界的な動向を把握いたしますとともに、これからの災害
発生防止、発生時の消防活動のあり方について意見交換を行う機会を設けることといたしまし
た。本日は村上総務大臣にご出席をいただき、また各国の消防トップの方々にはご多忙の中ご
参加をいただきまして、このような会議を開催することができました。ご協力に対し深く感謝
申し上げます。
　会議ではまず各国から災害の状況、消防の対応などについて発表していただき、さらにこれ
からの対応などについて各国間での意見交換を行う予定でございます。また会議終了後はより
自由なお立場での意見交換も行いたいと考えております。本日の会議開催につきましてご協力
いただきました方々に重ねて深く感謝申し上げますとともに、各国消防の一層の発展のお役に
立てる有益な会議となることを心から願って開会に当たってのご挨拶とさせていただきます。
本日は誠にありがとうございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
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来賓挨拶（総務大臣　村上　誠一郎）

　「山火事など世界災害」国際会議のご開催、誠におめでとうございます。海外からご参加の
皆様におかれましては、ようこそ日本へお越しくださいました。心から歓迎申し上げます。ま
た本日お集まりの皆様におかれましては、日頃の地域の安心・安全の確保のためにご尽力いた
だいておりますことに心より敬意を表します。
　まず米国やカナダなど各地で甚大な山火事被害が発生していることに心よりお見舞い申し上
げます。山火事につきましては先月カナダで開催された G7 カナナスキスサミットにおいても
テーマの 1 つとされました。サミットでは石破総理大臣から日本においても山火事にかかる
消火体制装備の充実などの対策強化を行い、カナナスキス山火事憲章に沿って各国とも連携、
協力していく決意が述べられたところであります。
　我が国は世界有数の災害大国であり、昨年、石川県で発生した能登半島地震や大雨、今年に
入り岩手県大船渡市で発生した大規模な林野火災など災害が多発し、全国各地で甚大な被害が
発生しました。さらに首都直下地震や南海トラフ地震といった巨大地震も想定されておりまし
て、防災体制の強化は喫緊の課題となっております。こうした状況の中、災害の対応に最前線
で国民の生命、財産を守る消防の果たす役割はますます増大しております。昼夜を分かたず身
をてい挺して消火や住民の救助に当たっていただいている消防職員、消防団員の皆様に心から
敬意を表しますとともに感謝申し上げます。総務省消防庁においても全国消防職員、消防団員
の皆様と力を合わせ、大規模災害時に出動する全国的な応援部隊である緊急消防援助隊の体制
強化、消防団を中核とした消防防災力の向上、消防分野における DX、新技術の研究開発の推
進など、さらなる消防防災力の充実強化に全力で取り組んでいるところであります。
　本日の会議は各国の経験、知見を共有し、国際的な連携を深める大変有意義な機会でありま
す。これを機会に防災に関する新たな情報や知識が共有され、各国との連携、協力が一層深ま
ることを期待申し上げます。結びに本会議のご成功と本日ご参加の皆様のますますのご健勝を
心よりお祈り申し上げます。
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開会後の集合写真
（村上総務大臣、秋本日本消防協会会長、各国からの登壇者）
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第１部　災害への対応状況発表

（注）各国代表等の発表に述べられている映像提示の説明をこの報告書にお
いて明確にお示しすることが、編集の事情から困難となっていますこと、
お許し頂きたいと存じます。
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カナダ義勇消防協会会長のマイケル・ロケット
です。会場にいる副会長のシェーン・ラ・モンター
ニュとともに、こちらの会議にお招きいただき、お
話しさせていただく機会を頂戴したことに対し、日
本消防協会へ感謝の意を表します。

プレゼンテーション時間管理のためのタイマー
を始動させます。では、カナダの山火事についてお
話します。

最初に申し上げたいのは、カナダ消防の規模は
縮小しているということです。カナダには約 12 万
3,000 人の消防士と 5,650 人の森林消防士が登録
されています。昨年、消防士の数は 9,000 名以上、
減少しました。これは 10 万年分の経験に相当し、
何を持ってしても、代わりが利くものではありませ
ん。

現在活動している 12 万 3,000 人の消防士の
うち、８万 7,000 人がボランティアです。１万
5,000 人が女性消防士であり、これは素晴らしい
ことだと思います。3 万 1,000 人以上、ほぼ３万
2,000 人が 50 歳以上です。

2016 年当時、消防組織の数は 3,500 ありました。
現在、その数は 3,200 まで減少しており、この中
には先住民コミュニティの消防組織も含まれます。

ここで、過去５年間の山火事の状況を簡単に振
り返ってみましょう。2020 年は、山火事の発生が
比較的少ないシーズンでした。過去 10 年間の平均
と比較すると 32％の減少でした。火災による焼失
も 92％減少しました。非常に良いシーズンでした。

2021 年は、カナダ西部で大規模な災害が続き、
酷い 1 年でした。過去 10 年間の平均と比較すると、
61％の増加でした。

2023 年は、森林火災の発生件数が史上最多の１
年でした。世界的に見ても最も深刻な山火事のシー
ズンの一つであったと思います。被害は甚大で、カ
ナダでは 1,720 万ヘクタールの森林が焼失しまし
たが、世界 12 か国から支援を受け、危機を乗り越
えることができました。

2024 年には、初期段階で急速に広がるタイプの
山火事が発生しはじめました。カナダの警戒レベル
は、5 月末までに、最も高い「５」に引き上げられ
ました。

2025 年だけを見ると、現在、カナダの警戒レベ
ルは「５」です。今の時期にもう危険度５まで引き
上げられるのは、歴史上で最速です。今年の山火事
シーズンの序盤は、カナダ史上２番目に深刻な規模
になると予測されています。

社会的影響や人的被害です。2025 年、すでに
４万人の住民が自宅から避難しています。

2023 年、避難した住民の数は２万 7,000 人でし
た。思い出してください。2023 年は史上最悪の年
だったはずです。避難命令の対象者の数はすでに倍
になっています。

2025 年には住民 2 名が死亡し、2023 年には消
防士６名が職務中に命を落としています。殉職した
６名の消防士は、オタワにあるカナダ殉職消防士財
団の記念碑に名前が刻まれています。

今年に入ってから、428 棟の建物が焼失しまし
たが、そのほとんどが一般住宅でした。カナダと米
国全土に深刻な大気汚染の影響が広がっており、煙
はヨーロッパにまで到達しています。

ここに写真があります。この茶色の部分はすべ
てカナダから出ている煙です。地球温暖化の状況を

マイケル・ロケット氏
（カナダ義勇消防協会会長）
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悪化させています。
また、この茶色の部分ですが、米国、北アメリ

カ、カナダ、そして海を渡って、ヨーロッパにまで
広がっているのがわかります。こちらはイリノイ州
シカゴの写真です。皆さん、これはカナダの煙が南
方の近隣諸国にまで広がっているのです。

気候変動と喫緊の課題。カナダの温暖化は、世
界の平均の２倍の速さで進んでいます。山火事シー
ズンは世界平均より長く、より乾燥しています。落
雷による火災も増加しています。火災焼失面積の
80％は落雷が原因です。

2023 年の火災による二酸化炭素排出量は、その
年の世界の航空業界全体の二酸化炭素排出量を上回
っています。大量の二酸化炭素が排出されていま
す。この問題に対処するため、早急に緩和策や適応
策を講じる必要があります。

干ばつや暴風雨の増加、予測不能な降雨量、火
災発生の頻度上昇とともに、消火活動が困難なケー
スが増えています。風の影響で森林での可燃性が高
まっています。強風の発生も増えており、竜巻の発
生件数も過去最大です。

私たちの科学的なコンセンサスは、気候変動が
深刻化し、山火事が頻発している中、拡大する森林
火災の脅威に対処するため、早急な適応策と緩和策
が求められるということです。

では、実際にどんな対策を取っているのでしょ
うか？　カナダにはＣＦＳ（カナダ森林局）という
組織がありますが、こちらは森林火災への対応や調
査を行い、火災性状の研究やリスク評価に取り組ん
でいます。カナダの山火事に関する中核的な研究機
関です。

また、ウィニペグにはＣＩＦＦＣ（カナダ林野火災
対応機関連携センター）が設置されており、全国的
な調整ハブとして機能しています。相互応援システ
ムであるＭＡＲＳを管理し、また、毎日、林野火災
の状況を発表しています。誰でも見られる素晴らし
いウェブサイトがあり、カナダ国内のどの州や準州
からでも、日々の林野火災の状況を確認できます。

次に、カナダ公安省と連邦政府の連携について
です。事態が非常に悪化し、連邦政府からの支援が

必要になった場合、彼らはその調整役を務めます。
私たちはカナダ空軍とも連携しており、軍を動

員して火災現場への放水を行います。国際協力と先
住民の知見の活用。これは非常に重要です。

現在、消防機関の援助に関して、米国、オース
トラリア、南アフリカ、メキシコ、ニュージーラン
ドと契約を結んでいます。2023 年の林野火災では、
カナダは世界 12 か国から支援を受けました。海外
の消防隊による支援を受け入れるため、緊急の覚書
と合意書を交わさなければなりませんでした。つい
最近、アルバータ州で行われたＧ７サミットでは、
先住民による文化としての野焼きや計画的火入れの
重要性が強調されました。

こちらも非常に重要です。先住民コミュニティ
はカナダにとって非常に重要な存在であり、適切な
支援・保護対策を確実に行う必要があります。

カナダでは「FireSmart」と呼ばれるプログラム
も導入しています。米国にも非常に類似したプログ
ラムがあり、1993 年頃から施行されています。

コミュニティベースの計画立案と活動、林床可
燃物の適切な管理、コミュニティの森林火災対策計
画、および FireSmart の訓練と教育に重点を置い
ています。森林火災の防止 ･ 軽減戦略。州、先住民
コミュニティ、企業、国民を含め、社会全体のアプ
ローチとして国家目標を設定する必要があります。
誰でも林野火災対応において、何らかの役割を果た
すことができます。

2022 年には予算が増額され、消防士の訓練と装
備に３億 4,600 万ドル、WildFireSat に１億 7,000
万ドルが割り当てられました。

また、衛星を活用して森林火災の検知を行って
います。後ほど写真をお見せしますが、衛星を活用
した火災検知が非常に重要な理由がおわかりいただ
けると思います。

緊急事態対応のための支援。林床可燃物の管理
と消火訓練で、ファーストネーション（先住民）の
コミュニティを支援しています。ここで付け加えた
いのですが、今年避難した４万人のうち、大半がフ
ァーストネーションのコミュニティの住民です。心
からのお見舞いを申し上げます。住民の皆さんは多
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くの被害を被りました。では、調整と対応に向けて
何をしたら良いでしょうか？　私が思うに単純明快
な話です。各州と準州は、森林火災対応機関を通じ
て初期消火活動を担当します。

カナダには 13 の州と準州があります。13 の州
や準州はすべて、ＣＩＦＦＣ（カナダ森林研究所間消
防センター）の管轄です。地元の林野火災対応機関
が単独で対応できない場合、ＣＩＦＦＣが州間およ
び国際援助の調整を担当します。

カナダ森林局およびカナダ公安省は、連邦政府
による支援の提供とモデリング（火災に関するシミ
ュレーション結果）の共有を行います。

山火事は発生した州や準州で検知、アセスメン
ト、対応を行います。各州に「ＢＣ（ブリティッシ
ュ・コロンビア） Wildfire」や「Alberta Wildfire」
など、独自の山火事管理機関が設置されています。

これらの機関は、市の消防署や森林消防隊など
から、地元の消防士を派遣します。ヘリコプターや
飛行機などの航空機、ブルドーザー、その他必要な
機材を保有しています。火気使用規制や避難命令を
発令し、外部支援が必要なタイミングを判断しま
す。州または準州のリソースが不足した場合は、Ｃ
ＩＦＦＣに応援を要請します。被災地のリソースだ
けでは対応が難しいからです。近隣の州や準州、あ
るいは国内の他の地域、時には海外からの応援が必
要になるのです。すべては山火事シーズンのカナダ
の状況次第です。

先程、衛星に関する写真をお見せすると言いま
したが、なぜ、山火事の検知に衛星監視を活用して
いるのでしょうか。なぜなら、この線で囲んだ地域
には誰も住んでいないからです。国土面積は広大で
すが、人口はわずか 4,100 万人です。

東京とその周辺地域の人口が、確か 4,100 万人
近くになります。つまり、国土は広いものの、人口
は多くないのです。このグリーンのラインを見る
と、カナダの人口の 50％から 60％が、カナダと米
国の国境から 100 キロメートル以内に住んでいる
ことがわかります。人口密度が非常に低い地域なの
です。

衛星による検知が必要なのはこれが理由で、山

火事が発生しても、人間が気づかないまま長期間放
置されてしまう可能性があるからです。同じ写真を
見てみましょう。大まかな全体像です。ここでは、
毎日地図を生成していますが、こちらは 2025 年６
月の分です。警戒レベルは最悪の「５」です。この
日、３件の火災が発生しました。295 件の火災が
進行中です。今年に入ってからこの日までに 2,244
件の火災が発生し、焼失した面積は約 410 万ヘク
タールにも上ります。

こちらはＣＬ－ 415 です。挙手をお願いできます
か？　ＣＬ－ 415 をご存知の方はいらっしゃいます
か？　手を挙げてください。

実際に動いているところを見たことがあります
か？　スマートな見た目ですね。ニックネームは

「スーパースクーパー」です。水をすくい、運び、
消火用に放水します。6,000 リットルの水を貯める
キャパがあります。あなたが森林消防士で、この飛
行艇が近づいてくる音が聞こえたら、身をかがめて
逃げた方がよいでしょう。ＣＬ－ 415 は木をなぎ
倒します。このような大きさの木が折れてしまいま
す。この飛行艇の素晴らしいところは水をすくって
運べるということです。あっという間に方向転換し
て火災現場へ向かい、放水します。ここに赤い物体
があります。カナダには民間の請負業者がいます。
火災現場の消火用に難燃剤を投下するのですが、こ
の赤い物質が難燃剤です。こちらは別の航空機が難
燃剤を投下しているところです。

野生動物について考えてみましょう。アルバー
タ州のグリズリーベアです。山火事で命は助かりま
したが、すみかを失いました。

さて、時間通りがどうかわかりませんが、この
あたりでまとめに入りたいと思います。

避難について。避難活動の調整にカナダ軍の応
援を頼みました。こちらのコミュニティは焼失面積
が広く、甚大な被害が残っています。説明していき
ます。爆発的な火災性状をいくつか紹介します。こ
ちらが避難状況です。コミュニティの多くは入口が
一つ、出口も一つしかありません。次に行きましょ
う。このスライドで終わりたいと思います。

こんなふうに、自宅に戻って椅子が２脚しか残
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っていなかったら、どんな気分になるか想像できま
すか？　絶望的な気持ちになるでしょう。

全世界で、さらなる取り組みが必要です。気候
変動は人間を苦しめています。目標達成へ向け、力

を合わせて取り組み、状況を改善できるよう願って
います。

ありがとうございました。
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皆さん、こんにちは。ここに立ってお話できる
機会をいただいて光栄です。少し自己紹介させてく
ださい。クリストフ・マルシャルと申します。

フランス消防協会の副会長で、消防士にとって
の最大の国際組織である国際消防救助協会（ＣＴＩ
Ｆ）の副総裁も務めています。総裁のミラン・ドゥ
ブラバクが、（ＣＴＩＦについて）後ほど詳しく説明
します。

秋本会長、お招きいただきありがとうございま
す。

私のプレゼンテーションは、フランスの消防士
に関する説明が中心になります。

フランスの消防 ･ 救助サービスに関してお話し、
次に、山火事の災害でフランスが直面している問
題、山火事の消火活動でボランティアが重要な役割
を担っている理由をご説明します。

フランスの消防 ･ 救助サービスに関する現状と
数値についてです。フランスにおける消防機関は、
日本で言うところの「県」ごとに構成されており、
100 の消防機関があります。

フランスには、本国と海外を合わせて、101 の
消防 ･ 救助機関があります。海外にもいくつか拠点
がありますが、同じ組織です。

約 25 万人の消防士を擁しており、その大半がボ
ランティアです。20 万人以上がボランティアです。
これが非常に重要なのです。プロの消防士が４万
3,000 人で、１万 3,000 人が軍人です。

しかし、これらの消防士は全員同じ制服を着用
し、同じ訓練を受け、同じ任務を遂行し、緊密に連
携しながら活動しています。プロの消防士、軍人、
ボランティア、この間に差はありません。

フランス領土を網羅するため、6,000 以上の消防
隊を配備しています。その大半がボランティアの消
防署です。このような強力な消防署のネットワーク
がフランス全土に展開されているからこそ、効率的
に地域に密着した対応を確実に実行できるのです。

また、７秒に１回、出動要請に応じています。
これを換算すると、毎年ほぼ 500 万件の出動が行
われていることになります。かなりの件数です。

赤文字で示すように、任務のほとんどは救急医
療サービスの出動または救急搬送サービスです。も
ちろん、国によって違うと思いますが、フランスで
は救急医療は消防士の仕事です。当然、他に火災関
連の業務も担当しています。建物火災だけでなく、
森林火災や山火事にも対応します。

また、危険物処理や技術の発展に伴う危険性へ
の対応も任務の一つです。その他、多くの雑件も消
防士が対応しています。

では、被災者緊急救助における緊急対応につい
て簡単に説明します。活動の 80％は応急処置また
は医療サービスです。消火活動は全体のわずか７％
です。質の高い医療対応を確実に行うため、救急医
療専門のスタッフを配備しています。

消防士はＥＭＴ（救急救命士）としてのトレーニ
ングを受けていますが、医師や看護師も在籍してい
ます。全員ボランティアですが、緊急救命措置や医
療措置を行うために出動します。非常に重要な活動
です。このようにボランティアの医療スタッフが在
籍しているので、優れた、最先端の医療を提供する
ことができます。

当然、対応にはリソースが必要です。フランス
は救急車を約 7,000 台、消防車を 3,500 台保有し

クリストフ・マルシャル氏
（フランス消防協会副会長）
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ていますが、これは日本とほぼ同じ台数です。
林野火災用のオフロード消防車の所有台数はそ

れより多く、建物火災等のための消防車よりもむし
ろ森林火災用消防車を多く保有しています。

森林火災対策も必要ですから、そのために消防
用の高性能な航空隊も用意しています。カナダと同
様、カナディア飛行艇も所有しています。水を取り
込める飛行艇です。

現在、12 機が稼働中ですが、さらに追加購入を
考えています。多目的機の Dash ８は４機導入して
います。水タンクを装着すると、1 万リットルの水
を運搬できるので、非常に重要です。

写真を見ればおわかりのとおり、機関連携用の
小型飛行機が４機あり、ヘリコプターも 45 機用意
しています。さらに、民間企業の大型消防ヘリコプ
ターも導入しました。これらの航空機はすべてフラ
ンス政府の所有です。

次に山火事のリスクに注目してみましょう。
地図をご覧ください。下の地図は、2000 年時点

の状況を示しています。2000 年頃、火災は主にこ
のオレンジ色の部分、南フランスの地中海側と南西
部で発生しています。

ここに集中しているのは何故でしょうか？　南
フランスは気温が他の地域よりずっと高いのです。
特に夏は風が強く、非常に乾燥しています。フラン
ス北部は、大陸性気候または雨の多い海洋性気候の
いずれかですが、上の地図を見てください。これは
最近の状況です。これを見ると、フランスで発生し
ている山火事は、毎年北へ 50 キロメートルずつ広
がっていることがわかります。

これが最新の状況です。つまり、山火事の発生
範囲が北へ広がっているのです。

これが新しい問題です。これまでは火災シーズ
ンは夏季に集中していました。最近の山火事は早春
から秋まで発生しています。火災シーズンが非常に
長期化しているのです。

ここで 2022 年に注目してみましょう。フランス
では最も酷いシーズンでした。焼失した土地面積
は、70,000 ヘクタールを超えました。

しかし、この壊滅的な火災にもかかわらず、人

的被害はゼロでした。森林の奥の孤立した家屋が数
軒、全燃しただけでした。非常に重要なことです
が、死亡者がゼロでした。

では、こうした山火事を管理し、封じ込め、制
御不能になるのを防ぐため、フランスではどのよう
な法律が施行されているのでしょうか？　まず非常
に重要なのは、指揮命令系統の統一です。災害現場
の指揮官は１人のみで、権限が分散していません。

各地域に消防署があり、消防活動については署
長が責任を負います。都市の火災、森林火災、林野
と都市の境界の火災などいずれのケースも署長の管
轄です。

指揮命令系統も、コミュニケーション手段も、
無線ネットワークも１つに統一されているわけで
す。誰もが署長の役割を知っているので、議論は必
要ありません。つまり、外部から応援を受けた場合
も、指揮者は署長１人だけです。

さまざまな予防活動も展開しています。空気が
乾燥し、風が強い時は、森林火災の予報が出ます。
そのような時には、たとえ、火災が発生していなく
とも、多くの消防士を派遣しておきます

また、年間 10 日間ですが、火災が発生していな
い状態でも飛行艇を出しておきます。この場合、飛
行艇が初期段階の火災を発見できれば、消火活動を
行えるからです。

初期段階で発見できずに火災の規模が広がると
大火事になり、鎮静化するまで数日、または数週間
を要することになります。

また、強力な内部連携の体制も整備されていま
す。フランス北部の消防士は、南部と同レベルのト
レーニングを行い、活動方針やネットワークを共有
しているため、南フランスへ出動し、活動できま
す。山火事対応に追われている地域の戦力を補強す
ることができます。

これが非常に重要なのです。火災が発生してい
ない場合でも、防災対策として北部から南部へ消防
士を派遣します。非常に大切なことです。火災の初
期段階に積極的な消火活動を行うことが重要なので
す。

申し上げたように、早期の段階で火災を発見で
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きたら、火災に勝ったことになるのです。
重要なのは、訓練を受けた消防士を十分な人数

揃えておくことです。ここで不可欠なのがボランテ
ィアで、フランスの消防隊の屋台骨となるのです。
消防士の 80％はボランティアです。

2022 年、数週間にわたって洪水被害が広がり、
2,000 人以上の消防士が現場に派遣されました。ボ
ランティアの働きが非常に重要でした。プロの消防
士と同じ活動手順をボランティアにも適用しなけれ
ばなりません。統合することで良い効果をもたらし
ています。ボランティアとプロの連携が非常に強力
です。

同じ制服を着用し、同じ階級制度を適用します。
非常にやりやすいですね。適切な訓練を受けていれ
ば、ボランティアでもプロの消防士を指揮すること
ができます。フランスでは、ボランティア活動を支
援するため、強力なプログラムを実施しています。
国家的イニシアチブを実施しているのです。

たとえば、大手企業と一定の協定を結んでいま
す。積極的な募集活動も行っており、カナダとは対
照的にボランティアの数は増えています。徐々にで
すが、増加傾向にあります。

現在、登録者数は 20 万人ですが、25 万人を目
指しています。

話を戻しますが、フランスのモデルが森林火災
に関しては一定の効果を上げているのはなぜでしょ
うか？　指揮系統の統一化、ボランティアとプロの
連携強化、空中消火と地上消火の円滑な連携、空中
消火も指揮する５人の指揮官の存在が挙げられるで
しょう。

また、ＥＵ国民保護メカニズムを通じて、ヨー
ロッパ全体レベルの国際協力も受けられます。これ
については（ＣＴＩＦ総裁の）ミランが、このあと、
補足します。

今後、森林火災は拡大し、深刻化すると思われ
ます。フランスや米国だけでなく、アジアでも同じ
です。そして、この気候変動に適応する必要があり
ます。

ボランティアの力でコミュニティの防災力を高
めるとともに、国際協力を充実させる必要がありま
す。今後はどの国も単独で山火事に取り組むことは
できなくなるはずです。

皆さま、ご清聴ありがとうございました。
ご質問がありましたら、後ほどお尋ねください。
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カール・ハインツ・バンセと申します。ドイツ
消防協会の会長であり、欧州連合の新しい消防士協
会の会長にも就任しました。新協会は今年の５月
20 日に新設されました。

ドイツで発生した事案についてお話しします。
非常に悲劇的な状況でした。

ドイツでも森林火災は発生しますが、米国やカ
ナダ、フランス、イタリア、ギリシャと比較すると
規模は小さいものです。

ドイツでは、森林火災だけでなく別の問題も起
きています。７月 21 日、豪雨により洪水が発生し
ました。

まず、ドイツの消防活動についてお話します。
ドイツの人口は 8,400 万人です。それほど多いわ
けではありませんが、100 万人のボランティア消防
士がいます。

また ３万 5,000 人のプロの消防士がおり、115
の消防隊に属しています。さらに、事業所に 750
の消防隊があり、ここに３万 4,000 人の消防士が
所属しています。最も重要なことですが、ドイツの
若い消防士の数は 30 万人に上ります。非常に重要
なことです。

１万 2,245 の都市と地域に３万 3,000 の消防署
が配置されています。

通常、ドイツのどこで火災が発生しても、８分
以内に消防隊が到着します。事案が発生して電話で
通報すると、８分以内にドイツのあらゆる場所に消
防隊の第一部隊が到着するようになっています。ボ
ランティア消防団が多いため、ここまで迅速な支援
が可能になります。

７月 21 日の状況を説明すると、７月初旬から中

央ヨーロッパで豪雨が発生しました。７月 13 日か
ら 15 日にかけて、ノルトライン = ヴェストファー
レン州、ラインラント = プファルツ州、さらに近
隣諸国の複数の場所で集中的に雨が降りました。小
川が激流になって氾濫し、あらゆるものを押し流し
ました。２日間で、死亡者は 220 名に上りました。
ドイツ国内で 188 名が亡くなり、そのうち５名の
消防士が亡くなりました。

災害が起きた場所です。ドイツ西部です。たっ
た 10 時間で、支流であるアール川の水かさが急増
し、水位が０から 7.5 メートル以上に達しました。

住民への警報も、よくありませんでした。ほと
んどの人が状況を把握できておらず、対処の方法が
わからなかったため、被害が拡大しました。

その時の経験でいくつかの教訓を得ました。大
規模な洪水の直後で、建物の復旧作業はまだ終わっ
ていません。多くの人が家を失ったままです。被害
総額は 405 億ユーロに上ります。

この時、緊急救助活動にあたった人員の 90％は、
ボランティアでした。このことは、ドイツにおい
て、迅速かつ広範囲な救助活動を確実に行う上で、
いかにボランティアが重要であるかを物語ってお
り、ボランティア活動への参加を促進する必要性を
浮き彫りにしています。

特に重要なのが消防団のボランティアです。ド
イツとオーストリア、そしてスロベニアとクロアチ
アの消防システムは、世界で最も優れた部類のシス
テムだと思います。しっかりと整備されていると思
います。

改善すべき点は何でしょうか？リーダーシップ
と指揮系統です。国家レベルでのリーダーシップの

カール・ハインツ・バンセ
（ドイツ消防協会会長）
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強化。ドイツは、自治権を持つ 16 の州から成る連
邦制国家で、州首相 16 人と州大臣がおり、16 の
法律が制定されています。米国と同様だと思います
が、米国は 50 ですね。この体制が問題になるケー
スもあります。

私たちには、重大な事態が発生した際の連邦レ
ベルのリーダーが必要です。ボランティアの支援者
や民間のリソースを、うまく活用しなければなりま
せん。この地域に来て、支援したいと申し出てくれ
た民間人が数多くいました。最大で 10 万人もの民
間人が参加しました。集まった 10 万人を指揮しな
ければなりません。「これをしてください、あれを
してください、もう、帰ってもらって結構です」と
指示を出せる人が必要ですが、これは非常に難しい
ことです。

また、車両や設備の改善も必要です。18 トン以
上の大型車両は、この地域に適していないことがわ
かりました。その他のタイプの車両も必要ですし、
日本のように小型車が必要なら、四輪駆動の車両も
必要です。日本の消防署の車両を明日見学するので
すが、小型車であれば、様々なところへ進出可能で
す。このことは、非常に大きな教訓でした。ドイツ
で必要なのは、18 トン以上の大型車ではなく、こ
ういった小型車両だと思います。18 トンは大きす
ぎます。

もう一つ感じたのは、救助活動用の航空機の派
遣が必要だということです。ドイツでは救助活動に
飛行機はあまり使われていません。小型のエアトラ
クターを含めて３機のみで、ドイツではヘリコプタ
ーの方が適しているようです。

ヘリコプターは、水のほか、シンク、ポンプ、
人の輸送に適しています。非常に便利な輸送手段で
すが、新しいヘリコプターを購入する必要がありま
す。１キロメートルの範囲内でヘリコプター 10 機
が活動するケースもあり、そのうち１機がリーダー
シップをとる必要がありますが、我々はその手法を
学ばなくてはなりません。そこで、私たちはフラン
スやギリシャ、クロアチアへ行き、関係者に会っ
て、このような状況におけるリーダーシップについ
て、話し合いました。

住民に向けて、私たちは情報を提供します。住
民はスマートフォンを使用して情報を確認し、次に
何をするべきかを把握できます。これが正しい方法
かどうかわかりませんが、私たちの活動状況を住民
に伝えなければなりません。

休暇の時はよくイタリアに行きますが、11 月の
特定の日になると、ラジオ局もテレビ局もこの日に
何が起こったかを放送し、過去の記憶を国民に伝え
ています。ドイツではこういう放送はありません。
たとえば、大雨が降った時、「セルブロードキャス
ト」というアプリもありますが、雨が降り続いたら
何をするべきかわかりません。

日本は事故や災害が発生する頻度は高いですが、
システムはドイツより整備されていると思います。
ドイツは通常は災害の少ない国です。地震も火山も
津波もありませんが、豪雨、火災、森林火災の発生
件数は多いです。

私たちに必要なのは、とにかく訓練です。必要
なのは訓練、反復演習です。今後同じ問題が起こっ
た場合にどうするべきかを学ばなくてはなりませ
ん。そのため、何よりも重要なのは訓練です。

ヨーロッパの状況では、建物火災の発生件数が
多いですが、先ほど、フランスのスピーカーが言わ
れたように、どの国でも単独で災害に取り組むこと
はできません。私たちは力を合わせて取り組まなく
てはなりません。ヨーロッパの国は小さく人口は多
いですが、私たちは力を合わせて助け合う必要があ
ります。

私自身、2017 年にスウェーデンのオスロの北方
に位置する所で、大規模な森林火災への消火活動に
あたりました。

また、私たちはポーランドの応援を受けており、
昨年のザクセン州北部の洪水の際にはフランスから
も援助に駆けつけてくれました。共に助け合い、学
び合う。これが私たちの使命です。

こちらもご覧ください。もともと、幅１メート
ルぐらいの小さな川でした。ボートはモーター付き
ですが、川の流れの勢いが強すぎて、流されていま
す。

こちらはベルリンのオフィスです。この建物ほ
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ど立派ではありませんが、私たちにも「家」があり
ます。

ご清聴ありがとうございました。
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ステファニア・フィオーレ
（イタリア国家消防庁機関連携・国際協力部長）

皆さん、おはようございます。
イタリア国家消防庁を代表して、ここでお話す

る機会をいただき、光栄です。
まず、今回の会議でご一緒したゲストの皆様に

心より感謝申し上げます。
私は国際技術協力部の部長を務めており、森林

火災対策に関する発表の最後に、当組織について、
私たちの取り組みを中心に、短いプレゼンテーショ
ンをさせていただきます。プレゼンテーションへの
興味を深めていただくために、まずショート動画か
ら始めたいと思います。

ここでは、火災だけでなく地震の際の救助活動
も含めた、当機関の業務内容をご紹介します。残念
なことに、イタリアではあらゆる種類の緊急事態が
発生しています。

当機関では、森林火災、地震、洪水、工場火災
など、さまざまな災害に対応しています。地震や洪
水の被害を受けた文化遺産の復旧作業には、特に注
意を払っています。中部イタリアのアマトリーチェ
で発生した地震の際の画像を、我々のＵＳＡＲ（都
市型捜索救助）チームの活動ぶりと併せてご覧くだ
さい。消防ヘリコプター隊で作業するスペシャリス
トの画像です。この点は、後ほど、改めて触れま
す。

当機関では非常に複合的な航空隊を所有してお
り、森林火災班とテクニカル・レスキュー班に分か
れています。

洪水もあります。これはトスカーナ地方で発生
した洪水です。当時、私はフィレンツェに近いプラ
ート県の消防署長を務めていました。被害は深刻で
した。

これはトレッキング中に遭難した人を救助して
いるところです。

最後に、工場火災もいくつか発生しています。
当機関、イタリア国家消防庁は、内務大臣が所

管する国家機関であり、技術中央局として編成され
ています。図の赤い部分です。緊急事態対応、訓
練、リソース、防災、医療を管理する中央事務局を
調整している国の最高責任者がいます。

また、人事などを扱う一般的な中央事務局もあ
ります。全国レベルで見ると、18 の地域局と 103
の県本部があります。

国家消防庁の主な任務は、救助活動、森林火災
を含む消火活動、防火と技術的安全対策、民間防衛
であり、私たちは国家の市民保護システムの基本構
成員です。国家組織という性質上、イタリア全土に
おけるトレーニング、災害現場における活動手順、
設備や手段を含むリソースの統一性を確保すること
ができます。

当機関は単一の指揮統制ラインと標準化された
管理システムを備えており、イタリアの北部から南
部に至るまで、すべての特殊部隊は連携した活動を
することが可能です。こちらの写真はローマにある
当機関のオペレーションセンターで、危機管理と計
画立案を担当しています。

大規模な緊急事態が発生した場合、1,200 人のプ
ロフェッショナルの消防士をイタリア全土に 30 分
以内に派遣できます。標準化された部隊を展開して
おり、部隊の物資についても自給自足可能で、あら
ゆる種類の緊急事態に対応できます。

当機関には、潜水部隊から港湾航空隊、通信、
水上捜索救助、高山・河川および洞窟探索チーム、
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空港部隊、ＵＳＡＲ（都市型捜索救助）チーム、救
助犬部隊に至るまで複数の専門部隊があります。

また、全国各地にＣＢＲＮ部隊を配置し、構造評
価専門家による地震発生直後の建物の被害状況確認
を専門とするチーム、瓦礫除去等のための重機部
隊、ドローンなどの部隊も設置しています。

森林火災の消火活動については、航空隊のこと
を取り上げてみたいと思います。

当機関では二つの任務に特化した航空隊を保有
しています。一つは森林火災の消火活動、もう一つ
はテクニカル・レスキューです。もちろん、現場の
ニーズに応じてタスクを交換することもできます。

当機関は大型ヘリコプター４機、カナディア 14
機（うち２機は救助活動用）、森林火災消火専用ヘ
リコプター２機という部隊を有しています。別のプ
レゼンターが後ほどＥＵメカニズムの説明をします
が、当機関はそのメカニズムの一部を担っていま
す。

さらに、テクニカル・レスキューと森林火災の
両方に使用できるヘリコプターが 12 機あります。
森林火災の場合、管轄が地域ごとに分かれているた
め、体制は非常に複雑です。火災の範囲に境界地域
や市街地が含まれる場合、管轄は消防隊になり、避

難に関する住民支援は国家の市民保護システムがそ
の実施について責任を負います。

また、国の航空隊もありますが、これもまた国
家の市民保護局と当機関の管制室と連携して調整さ
れます。

国内だけでなく、海外でも、活動できる体制を
整えています。上の写真はリゴピアノの雪崩事故と
洪水の際の救助対応、下の写真は 2023 年にリビア、
2020 年にベイルート港に派遣した当機関の部隊の
様子を写したものです。

このように、当機関にはＣＢＲＮ専門チーム、（Ｉ
ＮＳＡＲＡＧより）「ヘビー」評価を獲得したＵＳＡＲ

（都市型捜索救助）チーム、大容量排水チーム、ロ
ジスティックサポートチーム、構造評価専門家など
からなる国際チームが存在します。

時間通りだと思いますが、パネルディスカッシ
ョンまたはその後のレセプションでも、質問があれ
ばいつでもお答えします。

ありがとうございました。
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ヴィトール・レイス
（ポルトガル消防大学校理事会顧問）

皆さん、こんにちは。この度は、ポルトガル国
立消防大学校をご招待いただき、日本消防協会の秋
本会長に感謝申し上げます。

このような素晴らしい会場で、仲間である優れ
た消防士の皆さまを前に当校の経験をお話できるの
は、非常に光栄なことです。

さて、ポルトガルは山火事の対応において厳し
い課題に直面してきました。今日は、2017 年に発
生した大規模な山火事を含め、こうした課題が、山
火事リスク管理の構造改革と技術革新の転換点とな
った経緯をお話したいと思います。

まず、ポルトガルの山火事リスクの状況とこれ
までの変化について見てみましょう。次に、2017
年以降に導入された主要な革新技術、特に意思決定
支援ツールについて説明し、現在の訓練の枠組みと
2025 年の国家戦略についてお話します。最後に、
この統合システムの中で消防機関が果たす重要な役
割に焦点を当てたいと思います。

こちらは、この 50 年間にわたるポルトガルの山
火事被害の変化を示すグラフです。多少の変動はあ
りますが、1980 年以降、焼失面積は明らかに増加
傾向にあります。2003 年と 2017 年には 40 万ヘ
クタールを超える焼失面積を記録し、壊滅的なピー
クを迎えています。

近年は各種の見直しにより改善が見られるもの
の、全体的に見て、ポルトガルの社会全般が山火事
の問題に直面し、環境・社会経済の面で深刻な損失
を受けてきたことがわかります。つまり、長期的な
構造改革が求められているのです。

実際、ポルトガルはヨーロッパの中でも、最も
山火事の多い国の一つです。燃えやすい木が植えら

れていたこと、気温の上昇、放棄地の拡大という要
因が重なり合って、リスクがさらに増大しているの
です。

林野と市街地の境界地域の拡大で避難活動は複
雑化しており、火災発生の最大の原因は以前から変
わらず「人間の活動」です。つまり、山火事におけ
る消火能力の向上だけでなく、農村部の土地管理の
あり方を変える抜本的な構造改革が求められていま
す。

2017 年に発生した山火事は壊滅的な被害をも
たらしました。焼失面積は 50 万ヘクタール以上、
115 名が死亡し、負傷者の数は 300 名以上に上り
ました。ポルトガル国民の心に深い傷跡を残すショ
ッキングな出来事でした。

この火災によって、資格認定の統一性の欠如、
専門的な人材の不足、山火事に関する気象学の専門
知識の不足など、重大な欠陥が明らかになりまし
た。

時代遅れのコミュニケーションツールと個人の
経験に依存した意思決定が、円滑な調整を妨げまし
た。体系的に教訓をまとめていくプロセスや統合さ
れた指揮系統もなく、予防措置と消火活動が連動し
ていませんでした。

こうした経験を踏まえ、ポルトガルは新たに地
方部を対象とした統合地方部火災管理システムを導
入しました。全国的な調整機関であるＡＧＩＦの設
立、防火、教育、リスク管理を重視した 10 年間の
戦略計画の策定を含む包括的なシステムです。

リスク管理の効率化に向けた転換を核として、
資格を持つ優秀な人材育成と意思決定支援プラット
フォームを活用し、防火と消火活動の連動化を行い
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ました。
ＳＧＯＳプラットフォームは、リソースの現状、

災害経過の記録、関係機関間のコミュニケーション
を統合することで、リアルタイムなインシデント管
理をサポートします。

これにより、重要な運用データを指揮本部と継
続的に共有することが確実にできるようになりま
す。その結果、迅速な意思決定と円滑な連携が可能
になります。

もう一つの意思決定支援ツールとして開発され
たのが「ＦＥＢ Monitorização」です。地理情報、
航空監視、位置情報、リアルタイムの運用データを
組み合わせるプラットフォームで、双方向通信にも
対応しており、指揮官は現場からリアルタイムに更
新情報を受けながら、重要な情報を返信することが
できます。

データフローと災害状況の最新情報が処理され
るので、災害の動向をより明確に把握できるように
なります。

このシステムをサポートするツールもいくつか
あります。
「Field Maps」があれば、インターネット環境が

ない状況でも現場でデータを収集し、表示すること
ができます。
「Quick Capture」により、移動中の写真レポー

トとＧＰＳによる連続観測が簡素化されます。
その他、フィルターとデータオーバーレイを使

用したブラウザーべースの分析を行う「ＷｅｂＧＩ
Ｓ」、複雑な地形における空間認識をサポートする
３Ｄ視覚化を行える「ArcGIS Earth」もあります。

火災分析担当者、航空運用担当者、ヘリタック
（林野火災専門ヘリコプター部隊）は、スマートフ
ォン、ジンバル、ストリーミング機器などのモバイ
ル・ツールを使用して、現場での活動中に高解像度
の画像とライブ動画を撮影・配信することができま
す。

これらの情報はほぼリアルタイムで指揮本部に
送信され、指揮側の状況把握能力を向上させるとと
もに、空中消火および地上消火の戦術に関する意思
決定を支援します。

監視用の航空機では、火災分析担当者が空中か
ら現場の状況確認を行い、リアルタイムの分析結果
を指揮本部に直接送信します。

ライブビデオ配信により、指揮本部は火災の状
況を直接確認できます。この機能により、動きの激
しい状況やリスクが高い状況であっても、適切な判
断を迅速に行うためのリアルタイムな視覚情報が提
供され、火災の状況をより詳細に把握することがで
きるようになります。

静止画像も重要な役割を果たしており、発火源、
火災の進行状況、被害に関するアセスメントを記録
するために使用されます。

これらの画像は位置情報が付けられ、システム
に保存されるため、その場で使用することも後日確
認することもできます。

状況の視覚化に加えて、このシステムは指揮本
部の能力向上に繋がるオーバーレイ（既存システム
の柔軟性や拡張性の向上）の動きもサポートしま
す。

重要なのは、このシステムは単にデータを収集
するだけではないということです。このシステム
は、火災に関する予測と活動計画をたてるため、戦
術的調整や火災性状のシミュレーションをサポート
する運用情報など、重要なアウトプット（結果）を
処理して指揮本部に直接配信します。

さらに、熱源を含む火災検知を積極的に行うこ
とにより、リアルタイムの状況把握を実現していま
す。また、焼失地域のマッピングも行い、火災の進
展具合を評価するとともに、鎮火後の事後計画の策
定を支援しています。プラットフォーム上の情報は
すべて、十分に把握された実態に基づく迅速な意思
決定を支援し、安全管理と消火活動の双方を拡充し
ます。

しかし、これは単なるシステム上の基盤やテク
ノロジーの話ではありません。指揮命令の手法は、
現在６つの火災進行段階に応じて構成されており、
山火事の規模と複雑度に応じて、その規模を拡大で
きます。

以前の手法は、かなり限定的でした。それは、
小規模な事案を想定して設計されたもので、近年増
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加傾向にある数百人、あるいは 1,000 人以上の消
防士が配備される大規模な出動を効率的に統制する
ことができませんでした。

したがって、大規模な災害対応における連携、
効率性、安全性を確保するには、より強じんで適応
性の高い指揮統制システムが不可欠でした。この実
現に向けて、我々は消防士の訓練、および当システ
ムの一部を担う他機関の訓練に予算を投入してきま
した。

訓練コースは現在、国家資格制度（National 
Qualifications Framework）に準拠しており、各々
の役割とその遂行に必要な資格がリンクしていま
す。

新しいコースでは、特に関係機関間の調整と火
災の予測が重要となる大規模な山火事対応というこ
とから、火災性状分析、部隊運用上の安全管理、状
況監視、計画立案などの専門的なスキルに重点が置
かれています。

ポルトガルでは、過去の対応事例を集約したシ
ステムを新たに導入し、現場からのフィードバック
を活動方針や訓練内容の更新に反映させています
が、新たな訓練の取り組みはこのシステムとも連動
しています。

私たちは、これらの改善の取り組みが成果を上
げていることを徐々に感じています。2018 年から
2024 年までの間に、出火件数を 60％以上削減す
ることができました。2017 年以降、過去の平均と
比較すると焼失面積も約 60％減少しました。

しかし、2024 年からのデータを見ると、2017
年以前よりも状況は改善されているものの、依然と
して大きな課題が残っていることがわかります。

頻発する大規模火災と焼失面積の広さは、林野
火災に対する脆弱性が改善されていないという事実
を浮き彫りにしています。消防士４名と国家警備
隊の隊員５名を含む 16 名が死亡し、負傷者の数が
175 名に上ったという事実からも、現場対応は改
善されたとはいえ、さらに火災予防と対策には力を
入れなくてはならないという事実を再認識していま
す。

ポルトガルの今年の山火事対策戦略を見ると、

自治体との連携強化、指揮所機能のデジタル化、空
中からの難燃剤の投下、ブルドーザーなどの重機の
統合などが主要な対策として挙げられています。

現在、山火事の消火活動に関わるすべての組織
は、山火事対策に関する国家指針で定められた、統
一された指揮系統に従って活動しています。対応能
力は季節ごとに拡大され、段階的な運用モデルに基
づいて数千人規模の人員、車両、航空機を出動準備
しています。

火災の起きやすい期間中、今月がその期間にあ
たるのですが、さまざまな組織から１万 5,000 人
の消防士が出動可能となっています。

航空機に関しては、飛行機やヘリコプターなど
79 機の航空機材を保有し、森林火災や山火事の対
応に当てています。これらのヘリコプターと飛行機
を活用することで、山火事のリスクが高い地域への
備えを厚くしながら、国内全域への対応体制を整え
ています。

この航空体制は、ラトビアとマルタの部隊とも
連携しており、ポルトガルの２機の軽飛行機も、Ｅ
Ｕ国民保護メカニズムである rescuEU の枠組みの
下で、迅速に出動できるようスタンバイしていま
す。

さて、この状況における消防士の役割はどうで
しょうか？消防士は、このシステムの基盤を成す存
在です。ポルトガルには、国家的な消防機関はあり
ません。

国家機関がないのです。434 の消防機関があり
ますが、これらは独自に活動しており、地域の協
会、あるいは地方自治体の支援を受けています。活
動面については、市民保護システムによって調整さ
れています。

しかし、彼らはすべて同じ活動方針の下、同じ
活動手順に従って、活動しています。登録されてい
る３万人以上の消防士のうち、71％がボランティ
アです。

残火処理、残火処理後の作業、状況監視を含め、
山火事の消防活動のすべての作業を実行します。主
要な業務はすべて消防士が担当します。ピーク時に
は、活動人員の最大 77％を消防士が占めています。
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このことから、現行制度における消防士の役割
の大きさ、また、リソースと知識 ･ 技術双方の充実
強化に向けた予算投入が極めて重要であることが、
はっきりとわかります。

まとめますと、ポルトガルの山火事対応に関す
る制度は、2017 年の極めて悲劇的な事案をきっか

けに改善が始まり、技術、知識、イノベーションを
向上させながら、また、関係機関の連携や細心の注
意を払った計画立案により、強化されてきたので
す。

ただし、まだまだ、改善点は山積みです。
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皆さん、こんにちは。今日はこうしてお話する
機会をいただき、大変光栄に思います。

ポール・ラトクリフと申します。
英国イングランドの消防機関の一つに勤務して

います。今日は英国消防救助局と気候災害対策、特
に山火事対策についてお話します。

では、本日お話する概要を簡単に説明します。
英国消防救助局の組織構造、そして、我々の気候変
動や自然災害に対する対応についてお話したいと思
います。

英国で発生する山火事、山火事の対処手順、山
火事の消火活動に使用するリソースについても少し
お話します。

では、英国消防救助局の組織構造についてお話
します。英国消防救助局は、今年の４月１日時点
で、住宅・コミュニティ・地方自治省の管轄下にあ
ります。短くてわかりやすい、素晴らしい名称です
ね。この役所は、英国政府を構成する一つの省であ
り、消防については、国会議員のアレックス・ノリ
ス氏の管轄下にあります。ノリス氏は、消防政策お
よび活動の監督官です。

英国には 49 の消防救助局があり、英国を構成す
る４つの地域のうち、イングランドに 44 か所、ウ
ェールズに３か所、スコットランドに１か所、北ア
イルランドに１か所設置されています。

私はリバプール地域を管轄するマージーサイド
消防救助局に勤務しています。イングランドの、お
およそこのあたりにあります。

イングランドの 44 か所の消防救助局を管轄する
全国組織には、「ＮＦＣＣ」が挙げられます。「ＮＦ
ＣＣ」とは全国消防長協会のことで、イングランド

のすべての消防救助局を代表しています。
プロフェッショナル消防士の職務に関する意見

をまとめ、改善と発展を推進し、全国規模での連携
に向けた調整をしています。

これもまた短くてわかりやすい名称ですが、国
王陛下の警察・消防救助局監察機関、略して「ＨＭ
ＩＣＦＲＳ」という組織もあります。つまり、イン
グランドの消防救助局を監察する独立した組織で
す。

そして、これは消防救助局における私のもう一
つの職務でもあります。つまり、私は他の消防救助
局を管轄する監察官の一人です。

気候変動やその他の災害の対応についても見て
いきます。

2011 年９月 11 日に起きたアメリカ同時多発テ
ロ事件を受けて、英国では専門能力を活かした大規
模災害対応用の「New Dimension」というプログ
ラムが開設されました。

このプログラムはＮＦＣＣの管轄の下、国家強靭
化計画へと発展しました。国家強靭化計画の担当部
局は、全国的な大規模災害への対応機能の確保、訓
練、マネジメント、関係機関連携を担当します。マ
ージーサイド消防救助局は、国家強靭化計画を主導
する管轄機関です。

国家強靭化計画の対応能力には、都市型捜索救
助、危険物やＣＢＲＮＥ、大容量排水ポンプ、これ
は今日、（視察先の東京消防庁で）拝見したものと
よく似ていますね。そしてテロ攻撃事件への対処、
後方支援の強化、専門的な戦術アドバイザー（ＴＡ
ＣＡＤ）の提供などがあります。

こうした能力もまた、災害に適時対応できるよ

ポール・ラトクリフ氏
（英国 国王陛下監察警察・消防救助局監察官）
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う英国全土に戦略的に配置されています。
では、英国の山火事について少しお話します。
皆さんのプレゼンテーションを聞いていると、

英国は人口は多いですが、国土面積は小さい国だと
いうことがわかります。皆さんや本日のスピーカー
の方々が体験してきたような大規模な山火事は、英
国ではまだ発生していません。

しかし、山火事は実際に発生していますし、英
国でも増大しつつあるリスクとして認識されていま
す。気候変動によって、私たちの知っている風景が
変わりつつあります。気温が上昇し、乾季の長期化
や植生パターンの変化が見られます。

山火事の件数の増加に伴い、私たちが実行しな
ければならないのは、消防救助局が状況を取りまと
め、公表できるように、山火事に関する標準的な定
義を設けることです。

英国では、焼損面積が１ヘクタール以上、継続
的な炎の高さが 1.5 メートル以上、４台以上の消防
車で出動時間が６時間以上の消火活動が必要であ
り、人命、環境、財産、インフラに重大な脅威を及
ぼすものを山火事として分類します。英国ではこの
ように山火事を定義しています。

日本へ出発する少し前の６月 19 日の時点で、イ
ングランドとウェールズだけで 500 件以上という
記録的な数の山火事が発生していました。

実際、これは昨年同時期の英国と比べて 700％
の増加です。過去最大の年であった 2022 年と比較
しても 100％増加しています。

４月末現在、山火事ですでに 29,000 ヘクタール
以上の森林が焼失しています。こうした数字だけだ
と、本日のスピーカーの皆さんのお話と比べて、小
さいように聞こえますが、山火事の被害に関して
は、2025 年が英国史上最大の年になりそうです。

英国における山火事の原因は、ゴミのポイ捨て、
タバコの吸い殻やライターの不始末、火の放置、キ
ャンプファイヤー、焚き火、バーベキューなど、人
為的なものがほとんどです。残念ながら、市街地に
おいては意図的な放火も発生しています。

子どものいたずらや火遊びで発生した火事が制
御不能になるケース、一度鎮静化した火事が制御不

能に転じるケースもあります。
私たちが抱える最大の問題は、市街地まで山火

事が迫って来る、いわゆる「ＷＵＩ（都市 ･ 森林境
界領域）火災」が発生していることです。

たとえば、2022 年、ロンドン近郊のウェニント
ンで発生した山火事では 16 件の家屋が焼失しまし
た。指摘しておきたいのは、実はこの要因が消防署
にあるということです。

その年は山火事の発生件数が非常に多く、ほと
んどの消防士が別の地域に出動していたため、その
間に、山火事が市街地まで拡大したわけです。

英国における山火事の影響としては、環境への
影響、動植物の生息地の消失、特に、英国の希少な
野生生物への影響、経済への影響、消火と復旧の費
用、産業や観光業の収入減、インフラの損傷、社会
的な影響、コミュニティの混乱が挙げられます。英
国保健安全保障庁が、今年初めて、山火事がもたら
す住民の健康への影響を分析した政府報告書を発表
しました。

ここで山火事に対処する手順を簡単に説明した
いと思います。

これは、全国現場対処ガイダンスプログラムに
基づき、設定されているものです。ＮＦＣＣはすべ
ての消防機関が遵守すべき、さまざまなガイドライ
ンを定めています。したがって、我々は全員、すべ
て同じ方式で業務を遂行しています。

その一つが山火事用のプログラムです。消防士
の安全確保のための取り組みの一つが、ＬＡＣＥＳ
プロトコルであり、これにより、状況監視、隊員の
安全管理に対する認識、通信、避難経路、安全地帯
に関する手順が取り決められています。

英国には、米国のシステムを基に開発した山火
事予測システムがあり、風速、斜面角度、方位、林
床可燃物といった諸条件を基に、予測を立てます。

また、気象庁が提供する「Fire Severity Index」
などのさまざまなマッピング・ソフトウェアがあり
ます。

現在、開発中ですが、山火事の問題は深刻化
しているため、新しい「UK Fire Danger Rating 
System」（英国火災危険評価システム）に対しても
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予算を投入しています。今後、実用化される予定で
す。

災害に備えるため、特に市街地で山火事が発生
する可能性の高い場所に関する情報を収集します。
実際に火災が発生する前に、その地域のマップや最
適な対処方法に関するあらゆる種類の情報をまとめ
ておき、出動する消防隊員が自分で情報を閲覧でき
るようにしておくのです。消防隊員はタブレット端
末で火災に関して必要な情報を集めます。

私たちの消防戦術は、火の勢いや炎の高さに応
じて、直接消火または間接消火のいずれかを選びま
す。

直接消火の場合、側面、正面、または後方から
消火を行います。

間接消火の場合、制御ラインの作成、防火線、
火災制御などの戦術を用います。

火災性状は非常に重要であり、私たちの現場対
応マニュアルでは、極端な火災性状が発生する条件
の概要を記載しています。

私たちは、30-30-30 ルールというものを使用し
ています。

湿度 30％以下、風速 30 キロメートル以上、気
温 30 度以上の場合、大規模な火災が発生する可能
性が非常に高くなります。

私たちは他の機関と連携調整を行い、消防士の
活動環境も考慮しています。山火事の現場で懸命に
活動している消防士が適度に休息を取れるようにす
ることは、非常に重要です。

山火事対策のリソースについて手短に説明しま
す。先ほどもお話しましたが、当機関では戦術アド
バイザーを配置し、オフロード対応の消防車両、現
在試験導入中のトラクター車両、ランドローバー、
ウニモグ、全地形対応車両、給水車のような専門車
両、濡れホース、リーフ・ブロワーなどの基本装備
も保有しています。

また、情報収集用ドローンや空中消火など、航
空戦力の利用も増加しています。

しかし、英国では空中消火の利用は非常に限定
されています。

ご清聴ありがとうございました。
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ケビン・Ｄ・クイン
（全米義勇消防協会元会長）

ありがとうございます。この場に登壇できるこ
とを光栄に思います。

秋本会長と日本消防協会の皆さん、我々、スピ
ーカーをお招きいただき、感謝申し上げます。本当
に光栄に思います。

ケビン・クインと申します。全米義勇消防協会
の前会長であり、アメリカ合衆国消防局暫定局長の
ドナ・ブラックの代理として出席しています。

世界的な危機についてお話させていただきます。
森林火災や山火事に関しては、すでに皆さんか

ら発表がありましたが、気候変動に起因する問題に
影響を受けない国は存在しないこと、そして状況は
変化しつつあるということを改めて認識したいと思
います。

私は「アメリカ合衆国における前例のない壊滅
的な山火事」をテーマに選びました。アメリカでは
山火事の発生は珍しくありませんが、先ほどカナダ
代表のマイクが述べたように、北米における風向き
や速度が変化したことが、近年被害をもたらした大
災害の一因にもなっています。

本日の発表では、強風による火災の拡大など、
過酷な環境における山火事の衝撃、各機関の連携や
作戦戦術に関する実践的な知見、人間の感情的な側
面について、皆さんの理解を深めることができれば
と思っています。今年を含め、この数年間で災害に
よる莫大な損失を受けました。これが、消防活動に
関するグローバルなパートナーシップを促すきっか
けになったと考えます。

消防士として勤務した 49 年の経験の中で、さま
ざまな変化を目にしてきました。その中で、消防活
動における戦術、災害、その影響に最も変化を与

え、インパクトをもたらしたのは「風」だと言える
でしょう。

動画を再生したいと思います。
これは、マウイ島ラハイナで発生した火災の様

子です。
こちらの川を見てください。酷いですね。これ

を見れば、一目瞭然です。この火を消したのは、結
局、海水でした。

ハワイの火災の犠牲者は、102 名にも上りまし
た。島のリソースは限られている上、外部からの救
援も受けられませんでした。

その惨状と被害、そしていかに火災が急速に広
がったか、正確には把握できないほどです。多くの
住民は避難する場所もありませんでした。救助隊
員、救急救命士、島で日々を過ごしていた住民の心
を激しく揺さぶる出来事でした。

地上の楽園が、あの日、もはや楽園などではな
くなっていました。マウイの動画でした。

被害総額は 32 億 9,000 万ドルに上り、102 名の
尊い命が失われました。7,000 エーカーの土地が焼
失し、3,312 軒の建物が失われました。マウイ島の
全不動産の 65% が被害を受けました。

壊滅的な被害の一部をご覧ください。
これは、強風と乾燥によって引き起こされた火

災です。急速に火が燃え広がったため、救助活動も
難航しました。犠牲者は 102 名にも上り、多数の
避難者を出し、文化的損失は甚大でした。住民の感
情と現場の活動への影響は甚大でした。

繰り返しますが、マウイは島です。地元のリソ
ースへの負担は膨大でした。自らも被災したボラン
ティアの方々が、ハワイの消防士の活動を支援しま
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した。住民、観光客、そして救助隊員が、トラウマ
を経験しました。本当に悲惨な状況でした。

現地の避難プロセスと手順を緊急に見直す必要
性が生じました。被害を受けた地域の映像を見る
と、やはり火災を鎮静化させた唯一の要因は海水だ
ったことがわかります。

早期警報システムは、（その対応不足から）マウ
イ島火災における批判の対象となっています。

ラハイナの火災事故は、各機関の調整と災害事
前計画を見直すきっかけとなりました。きわめて重
大な問題でした。

その後の生活も重要です。住民は、どこで生活
をやり直したらいいのでしょうか？マウイの住民は
逆境に強い人々です。必ず復興すると信じています
が、長い道のりが待っています。

今年１月 25 日に発生したロサンゼルスの山火事
に話題を移します。

損失額は 2,750 億ドル。火災に巻き込まれて 30
名が命を落とし、57,000 エーカーの土地が焼失し
ました。

これは、いわゆる林野と市街地の境界の火災で
した。１万 8,000 軒の建物が焼失し、避難住民の
数は 20 万人以上に上りました。

人口密度と火災リスクの高さ、回廊地帯と峡谷
という地形、そして、強風といった要因で、ロサン
ゼルスでの避難や消火活動の流れは非常に複雑でし
た。発火源の過剰な増殖と気象パターンの変化の影
響は明らかでした。乾燥した強風は、この山火事に
よる被害状況に大きな影響を与えました。

特に強風が原因の火災に関しては、戦略的な部
隊展開、相互支援、災害対応といった点について、
実際の事例を共有する必要があります。ロサンゼル
スの被害はあまりにも大きく、メディアの注目が集
まりました。

ロサンゼルスと言えばハリウッドの街であり、
多くのハリウッドのスターが自宅を失いました。

影響は甚大でした。犠牲者の数はハワイのラハ
イナ火災の方が多かったものの、ロサンゼルスの山
火事は大きな注目を集め、ニュースにも取り上げら
れました。

これが今回の災害の重要な点で、事前計画の見
直しとあらゆる事柄の連動が必要であることを痛感
させるものです。なぜなら山火事の発生を防ぐこと
はできないからです。

建物や土地の焼失を阻止し、尊い人命を救うに
は、準備を整えておく必要があります。

気候変動と急速な都市開発が米国内外における
火災性状と発生頻度に与える影響については、きち
んと議論していく必要があります。

救助隊員に精神的負担が大きくのしかかってい
ます。出動する機会が増え、多くの批判や暴言を受
けました。何をしてもしなくても、非難や叱責が続
きました。現場の対応能力は不足していました。ロ
サンゼルスの消防局長は、この火災が原因で解任さ
れたのです。

私たちは、救助隊員や消防士が体験した個々の
ストーリーや精神的なトラウマを取り上げていく必
要があります。

また、消防機関にも支援が必要だということを
多くの人に理解してもらう必要があります。消防活
動にもサポートが必要なのです。

ロサンゼルスやラハイナで発生した山火事の被
害を経験し、我々は、消防機関に対して、世間の関
心を向けてもらうことがいかに重要かを認識しまし
た。

消防機関には削減ではなく、拡充が必要です。
そして、メンタルヘルスにおける支援や仲間同士の
支え合いの大切さをさらに強調することが何よりも
重要です。この中の一部の状況は、悲惨なものです
から。男女を問わず、救助隊員にとって、努力して
状況を打破するのは困難なことです。一部のケース
ではありますが、彼らが遭遇する現場は本当に壮絶
なのです。

アメリカでは、消防士の自殺が深刻な社会問題
となっています。

そこで私は考えるのです。
何故？何故、彼らは死を選ぶのか？と。ボラン

ティアであろうとプロであろうと、私たちは、救助
隊員や消防士の存在に目を向ける必要があります。

私たちはアメリカで、ＩＡＦＦ、組合、ボランテ
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ィアと協力してこの問題に取り組んでいます。１週
間前、私たちはミーティングを実施し、共通の課題
や状況の改善に関する話し合いを行いました。

今日、私がここにお招きいただき、世界中の国々
と協力する機会を得られたことは、アメリカだけで
なく世界全体に大きなメリットをもたらすでしょ
う。

秋本会長、このような機会をいただいたことに
改めて感謝します。本日出席された皆さまにも御礼
申し上げます。

これで結びとさせていただきます。
ありがとうございました。
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皆さん、こんにちは。ＣＴＩＦ（国際消防救助協
会）総裁、ミラン・ドゥブラバクと申します。秋本
会長、そして日本消防協会の皆さま、今日はお招き
いただき、ありがとうございます。

ヨーロッパにある小さな国ですが、スロベニア
から来ました。スロベニアの何が素晴らしいかと聞
かれたら、「消防士」と答えます。人口一人当たり
の消防士の数は世界最多を誇ります。今日はここで
お話できることを光栄に思います。

まず、ＣＴＩＦ、国際消防救助協会について少し
ご説明します。

ＣＴＩＦは、125 年前、1900 年にフランスのパリ
で設立された国際的な消防救助サービスの協会で
す。

興味深いのは、設立当初からすでに、ＣＴＩＦの
最初の定款の２行目にこの協会の主な目的が書かれ
ていたことです。つまり、協会が目指したのは今日
の国際会議と同様、知見の共有であり、それは現在
も変わりありません。

今日、知見の共有がいかに重要であるかについ
ては、本日登壇されたスピーカーの皆さん全員がお
話しされています。

ＣＴＩＦは、14 の委員会と作業部会に分かれて活
動しており、日本もＣＴＩＦの誇りあるメンバーで
す。世界的に活動する協会です。

本日は、ＥＵ国民保護メカニズムについて簡単に
説明します。

ここまでのプレゼンター全員が、気候変動、技
術開発、ＧＸ、世界の地政学的動向の変化が重なっ
た困難なこの時代に国際協力がいかに重要かについ
て言及し、強調しました。

ＥＵ国民保護メカニズムは、もともと、ＥＵ加盟
国がそのメンバー国でありましたが、現在、それ以
外のヨーロッパの国々も参加しています。

もともと、このメカニズムはメンバー国間の相
互支援を目的としたものですが、現在はそれだけで
なく、世界中で、あらゆるケースでの支援に活用で
きます。

では、どのように組織化されており、実際にど
のように機能するのでしょうか？

ＥＵ域内、あるいは世界のどこかで災害が発生し
ます。重要なポイントは、被災国が支援を要請する
ことです。それがこのメカニズムが動き出す第一歩
です。

ＥＵやメンバー国の中には多くの境界線が存在し
ます。そこで私たちは特殊なメカニズムを開発しま
した。ＥＵ圏外でも、世界中にＥＵ代表部があるた
め、あらゆる国からの応援要請を受け付けることが
できます。

さらに、ブリュッセルには緊急対応調整センタ
ー（ＥＲＣＣ）があり、応援要請を受けるとメンバ
ー国に伝達します。

その後、メンバー国は特殊なＳＩＳシステムを通
じて応援を申し出ますが、その形は物資支援から人
的支援までさまざまです。

その後、支援を要請した国は、申し出のあった
協力を受けるかどうかを決定します。

その後、このメカニズムが始動します。ＥＲＣＣ
は被災国への支援提供を調整し、当然ながら、複数
のメカニズムを通じて支援提供をサポートします。

報告や手続きの進め方も詳細に決まっており、
支援後には、被災国の協力も受けながら、振り返り

ミラン・ドゥブラバク
（ＣＴＩＦ（国際消防救助協会）総裁）
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を行います。
統合された国民保護メカニズムの対象となる災

害の種類は、当然のことながら、第一に自然災害で
す。その割合は増加しています。本日発表された皆
さんから、各国の大規模災害についてお話を伺いま
した。洪水、地震、山火事、サイクロンのほか、さ
まざまな種類の自然災害です。

次に、人間の活動が原因の災害、あるいは人間
が起こした災害です。これは、環境災害や産業事
故、さらには人間にとって脅威となる紛争などを指
します。

３番目に健康危機、つまり感染症の蔓延です。
近年、私たちは新型コロナウイルスという世界

的な脅威に直面しましたが、人類は過去にもこうし
た疫病を経験しています。ＥＵメカニズムは、こう
した事案にも対応します。

最後に、テロ事案、医療後送、ＥＵ市民の被災地
域からの帰国支援など、さまざまな状況における一
般の方々の保護支援があり、こうした事案に対応す
るための仕組みも整備されています。

このメカニズムの対応能力はどこにあるのでし
ょうか？　第一にファーストレスポンダー（災害現
場で活動する隊員）です。ＥＵのメカニズムの人材
の 80％がヨーロッパの消防士です。

こうした人材は各国からの申し出て派遣されま
すが、メカニズムを通じて、時には二国間のコミュ
ニケーションを通じて、支援の規模が拡大すること
もあります。

ＣＴＩＦをはじめとする様々な協会を通じて消防
の世界における国家間の良好な協力関係が築かれて
います。このような関係は、非常に緊密であり、緊
急事態の発生時には、各国が相互に迅速に支援し合
うことにも資するものです。

２つ目が、欧州国民保護プールです。
このメカニズムで利用できる、人的リソースと

物資リソースのプールです。このメカニズムは 20
年以上にわたり拡充しており、常に改善が加えられ
てきました。現在、特殊部隊を活用しながら運用さ
れており、これまでご説明した通り、さまざまな災
害や大惨事に対応できます。

近年、国民保護メカニズムの加盟国の間で、い
わゆる rescEU セーフティネットを開始しました。
これは、欧州連合が何らかの形で所有するリソース
の一部を加盟国全体に配置し、災害発生時に活用で
きるようにする仕組みです。

この 20 年間でどうなったでしょうか？　メカニ
ズムは 775 件の事案に対応しました。地図を見て
もわかるように、これまで世界中の国に支援を行っ
ています。世界中のほぼすべての大陸で、このメカ
ニズムがさまざまな要請に対応しています。昨年は
洪水、地震、森林火災や山火事などの災害におい
て、メカニズムは何らかの形でリソースや支援を提
供しました。

過去５年間の統計と頻度を見ると、ＥＵ国民保
護メカニズムの対応の動きが、ヨーロッパだけでな
く世界中で大幅に拡大していることがわかります。

また、今日のスピーカーの皆さんからもお話を
伺いましたが、この数年間で、ほぼすべての国で史
上最悪の森林火災が発生しています。

昨年にはギリシャでヨーロッパ史上最大規模の
山火事が発生し、支援の必要性が高まっています。
したがってこのメカニズムでは、当然ながら、将来
のため、rescEU の手段と能力を強化し、この問題
に向き合っていくことを考えています。

国民保護メカニズムは、この 20 年間、ヨーロッ
パだけでなく、より広範囲な地域の住民をも保護す
ることを目的として、ＥＵの資金を投じて発展して
きた、間違いなく素晴らしい仕組みです。20 年以
上前、このような仕組みを創設しようとしたこと
は、非常に重要な決定でした。

ＣＴＩＦおよびＥＵ国民保護メカニズムに関する
ご質問は、この後のパネルディスカッションやレセ
プションの場でお答えします。

私の発表は以上です。ありがとうございました。
また、この会議にご招待いただいた秋本会長に改め
て感謝申し上げます。
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ただいま紹介いただきました消防庁地域防災室
長をしております福西と申します。私の方から、本
日、日本の取り組みですけども、特に非常備消防の
消防団について施策ですとか、あと最近、日本でも
さまざまな災害が起きておりますけども、能登半島
での地震、あと大船渡での林野火災、この２つの災
害においての消防団等の活躍についてご説明したい
と思いますので、よろしくお願いいたします。

まず、最初に日本の消防組織の概要でございま
すけども、日本は市町村消防の原則を採っておりま
す。ただ、スケールメリットを生かした消防力強化
の観点から消防の広域化ということも進めておりま
す。全体像でございますけども常備消防が 720 本
部、消防職員、約 16.9 万人。それに対しまして非
常備消防は消防団、全国で 2,174 団、74.7 万人を
擁する。この 2 つを合わせて消防機関、構成して
いるところでございます。また都道府県におきまし
ては消防学校の運営ですとか、あと消防防災ヘリコ
プターの運航等を担っております。

また、国の組織ですけども、我々、消防庁では
火災、自然災害等の被害軽減および救急搬送のため
の消防防災制度の企画、立案ですとか、あと大規模
な災害等において被災した都道府県の消防力では対
処が困難な場合、全国的な消防の応援体制でありま
す緊急消防援助隊の運用を行っております。現在、
登録していただいているのは 6,661 隊、2 万 5,000
人を超える消防職員の方、緊急消防援助隊として登
録をしております。また国では消防大学校ですとか
消防研究センターというようなものも運営している
ところでございます。

続きまして、消防団の今の現状でございます。

先ほど申し上げましたとおり令和６年４月１日現在
ですけども消防団員数 74 万 6,681 人というところ
で、左のグラフを見ていただきますと残念ながら減
少傾向が続いているところでございます。ただ我々、
国として重点的に取り組んでまいりました女性の団
員ですとか学生の団員、また特定の活動に限定をし
た形ですけど機能別団員というところ、こうした消
防団員というのは増加しているというような状況に
あるところでございます。

また、我々、消防団の確保に向けた国としてさ
まざまな施策を設けております。１つは消防団員の
報酬等の処遇の改善を進めてまいりました。また地
域のさまざまな取り組みをモデル事業として支援を
して、全国に横展開をしております。さらには装備
の充実ということで、救助用資機材を搭載した車両
の貸付ですとか、あと救助用の資機材に対する補助
制度なども国の方で設けております。またそれ以外
にドローンの操縦講習を行ったり、入団促進広報、
また、企業や大学への団員の消防団活動への理解、
協力の要請というような活動も行っているところで
ございます。

以上が消防団に係る制度でございまして、次に
昨年１月１日に起きました能登半島地震のご説明を
させていただければと思います。令和６年１月１
日、石川県能登半島でマグニチュード 7.6 の大きな
地震が起きました。これに伴いまして多数の建物の
倒壊、土砂災害、または津波による被害、また左下
の写真にありますけども、輪島市では大規模な火災
も起きたところです。死者は 592 名、全壊の建物
が 6,500 を超えるなど非常に大きな地震災害が起
きたところです。

福西　竜也
（総務省消防庁国民保護・防災部地域防災室長）
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続いて、消防機関の対応の資料になります。１
月１日に震度７の発生すぐに消防庁長官から先ほど
申し上げました緊急消防援助隊の出動の指示を行い
ました。発災翌日には 2,000 名を超える規模の部
隊を展開したところでございます。延べ５万 9,000
人が出動したというような形になっております。ま
た、その中で消防活動としましてさまざま写真をつ
けさせていただいておりますけども、地元消防本
部、消防団と連携した消火警戒活動ですとか、倒壊
家屋からの救助、また自衛隊とかＤＭＡＴというよ
うな関係機関と連携した活動などさまざまな活動
を行いました。また、一番左下にございますけれ
ども、救助、救急活動の実績としまして延べ 7 万
人程度の職員が活動いたしまして、435 名を救助、
3,500 名を救急搬送を行ったというような実績があ
るところでございます。

その中でも特に消防団の活動についてご紹介さ
せていただきます。被災地域の消防団は自らも被災
しながら、実際１名、出動準備中にお亡くなりにな
った方もいらっしゃいます。地域の住民の命を守る
ために避難の呼びかけですとか、火災現場での消
火、倒壊家屋からの救助、または孤立集落からの住
民搬送等さまざまな活動を行っていただきました。
１月１日から 31 日にかけまして石川県内の消防団
12 市６町で延べ 8,329 人の方が活動していただい
たところでございます。写真で輪島市の火災の消火
活動の様子ですとか、道路補修の様子、また珠洲市
の避難所運営の支援の様子の写真を載せさせてい
ただいております。この能登半島地震を踏まえて、
我々、国としてもさまざまな課題があったというと
ころも踏まえて検討会を開いて、その対策を検討し
てまいったところでございます。

そのうちの特に消防団の部分についてご紹介さ
せていただきます。１つ目は今回、消防団の拠点施
設、詰所が倒壊ですとか損壊を受けたというような
事例がありました。それを踏まえて、この消防団の
拠点施設の耐震の強化、こういったことにも力を入
れております。また道路損壊、土砂崩落等によって
通常の消防車両の通行が困難な実態もございまし
た。そうしたことから機動性が高い小型車両の整備

をさらに推進していこうということを取り組んでお
ります。また今回、要救助者を迅速に救出できる体
制の構築ということで木造家屋の倒壊が多かったと
いうところもありましたので、女性や経験が浅い団
員も容易に取り扱うことができる小型軽量化された
救助資機材の整備、これを国としても進めてまいり
たいと考えております。また迅速な災害情報の把握
による初動対応能力の向上ということで、ドローン
ですとかアプリなどデジタル技術を活用した対応と
いうことも我々、消防団においても進めていきたい
と考えているところでございます。以上が能登半島
地震の関係でございました。

続きまして、先日、大きな火災が発生しました
岩手県大船渡市の林野火災の状況を説明させていた
だきます。日本における林野火災の件数自体は減少
傾向にございましたけども、20 ヘクタールを超え
るような林野火災が年に２件から８件、最近発生し
ていたところでございます。そんな中、令和７年
２月 26 日から起きた大船渡市の林野火災では被害
面積が約 3,370 ヘクタールということで、日本に
おいては過去 60 年の最大の林野火災ということに
なりました。また住家の被害も 87 棟、非住家の被
害も 135 棟と非常に大きな災害となったところで
す。実際、この時期、長期的に降水量が少なくて非
常に乾燥していたということ。また、非常に風が強
かったというような気候的な要因もありました。ま
た、今回、大船渡の火災においては火災の初期の段
階で斜面を駆け上り、急速に火災が拡大したこと、
また、樹冠火といいまして樹の冠の火と書きますけ
ども、そうした木の上の方が燃える激しい火災が起
きて、それによって飛び火が発生したというような
ことが初期には火災の拡大の要因となったところで
す。また、その後も複雑な地形ですとか局地的な風
の変化によって非常に大きな火災となったというよ
うな状況になっております。

こうした大変な火災でありましたけれども、こ
れも２月 26 日、その当日に消防庁長官、国のほ
うから緊急消防援助隊の出動の求めを出しました。
15 都道府県から最大 2,100 人規模で緊急消防援助
隊が活動したところでございます。実際に緊急消防
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援助隊は市街地への延焼を防止する消火活動、また
再燃に備えた巡回、消防防災ヘリによる上空からの
消火活動、火災状況の偵察を実施したところです。
最大消防のヘリは７機体制、自衛隊のヘリが８機体
制で消火活動等に当たったところでございます。さ
まざま活動の写真も載せさせていただいておりまし
て、その後、残火処理も行って、消防団の方にも実
際、残火処理等活動に入っていただいたところにな
っております。この林野火災における消防団の活動
も紹介させていただければと思います。

実は、この地域、２月 26 日からの大きな火災の
前に２月 19 日から既に林野火災１回目が起きてお
りました。また２月 25 日にちょっと離れた地域で
すけども、2 回目の林野火災が起きていたと。そう
した中、２月 26 日からこの３回目の大きな火災が
起きたというところです。その間ずっと消防団、活
動してきておりまして、消防隊と連携した消火です
とか避難の呼びかけ、避難誘導、さらには残火処
理、夜間の見回り等の活動に従事していただきまし
た。実際、延べ 3,269 人の消防団員が活動したと
ころでございます。またこの大船渡の林野火災を踏
まえて、現在、国では検討会を開催して課題等、ま
た対策の方向性について検討しているところでござ
います。

その中での消防団に関する取り組みの方向性、
先般、中間取りまとめを出したところでございま
す。大きく４点ありますけども、１点は消防隊と連
携できる情報伝達体制の構築、今回トランシーバー

の数が不足していたり、あと電波が入らないような
地域もあったということもありましたので、現場の
状況を迅速に情報伝達できる体制づくりですとか、
電波が通じない状況も想定した対策が必要ではない
かということを現在、考えております。また２点目
としまして大規模火災に的確に対応できる体制の強
化ということで、各国からも発表がありましたけれ
ども、やはり大規模火災を想定した訓練、これをし
っかり常備消防とともに連携してやっていくことが
重要であるというふうに我々も考えております。ま
たドローンを活用した情報把握ということも、消防
団もしっかり対応していかなければいけないと考え
ているところです。３点目は火災対応に必要な資機
材の整備ということで、主に残火処理の場面で活用
します背負い式水嚢等の林野火災に有効な資機材の
充実ということも、我々、しっかり力を入れていき
たいと考えております。最後４点目でございます
が、自主防災組織、地域の防災を担っていただいて
いる組織ですけども、地域住民を巻き込んだ避難訓
練ですとか、飛び火による火災等の防火意識の向上
につながる取り組みを、我々、進めていかなければ
いけないと考えているところでございます。

最後の写真は能登半島の地震と大船渡の火災の
写真を載せさせていただいております。以上、簡単
ではございますけども私からの発表とさせていただ
きます。どうもありがとうございました。
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司会

それでは、ただいまからパネルディスカッショ
ンを開催させていただきます。これから先は進行役
の秋本会長にお願いいたします。秋本会長、よろし
くお願いします。

秋本敏文

それでは、私、
進行役を務めさせ
ていただきます。
どうぞ皆様、よろ
しくお願い申し上
げます。そして、
先ほど来、各国代
表ということで各

コーディネーター
秋本　敏文

国の事情をお話しいただきました皆様方、本当にあ
りがとうございました。会場の皆様方もお聞きにな
って大変参考になったんじゃないかと思うんですけ
れども、伺っておりますと、それぞれやっぱり頑張
っておられる。これはお話は非常に多岐にわたって
るんですが、消防部隊としての具体的な対応体制、
あるいは地域住民、皆さんとの連絡、連携協力のあ
り方、そしてこれらに関連する各種の情報の収集、
提供、共有、そういったようなことも１つの論点と
してあるというふうに思われますし、また、同時に
消防活動、消火活動の具体的な実施内容、方法、装
備もどういうふうなものがあるのか、そういったよ
うなことも話題になるといったような感じがいたし
ました。

もちろん、これらは国によっていろいろ事情が
違うということもございますので、それぞれのご努
力、ご尽力があるということだと思いますが、これ
からのシンポジウムの中では、そういったようなこ
とについてもそれぞれ話題にしていただければと思
います。こういったようなことについて、このパネ
リストの方々にご発言いただくのに私のほうから一
方的に順番を決めてとか、どなたかにお願いします
とかというやり方もあり得るでしょうけども、むし
ろ各国のいろんな事情の中で、先ほど来、発表して
いただいておりますけれども、もっとこういったこ

とについて話をしたい、もっと実はこういったこと
で苦労してるんだと、もっとこういう改善をしてい
きたいと思ってるんだと、いろいろ、また、ご発言
のご希望があるんじゃないかと思いますので、それ
らについてはご発言ご希望の方からどうぞご発言い
ただければと、こういうことで比較的自由にやって
みるというのはどうかなと思うんですが、そういう
意味でご発言希望の方、おられましたら手を挙げて
いただけますとありがたいと思います。いかがです
か。

じゃ、どうぞお願いします。

ケビン・クイン

秋 本 会 長、 今
日のプレゼンテー
ションではボラン
ティア消防士の割
合に関する話題が
多く聞かれました
が、どこの国でも
ボランティアの割

アメリカ
ケビン ･クイン

合は高いものの、数自体は減っています。
消防ボランティアの減少、そして、消防ボラン

ティアをどう増やすかという問題は、今日の会議全
体に共通するテーマだと思われます。

私の住む地域や米国では、労働省や教育省とい
った政府機関を活用し、若者が消防ボランティアに
参加することを後押しする講座を増やしたいと考え
ています。

私の住む地域では、高校の教科として「消防 1」
と「消防 2」というものを設け、若い消防士が年々
増えるように取り組んでいます。

私たちはこのような課題に対する対応策を見つ
けなければなりませんが、世界中で協力すれば、対
応は可能だと考えています。

このような機会を頂き、感謝しています。
ありがとうございます。

秋本敏文

今のメンバーの確保という問題は、恐らく各国
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共通の大きな課題だろうと思います。日本でも先ほ
ど消防庁からのご報告の中でもそういうことを取り
上げました。同時にもう１つ、私ども伺っておりま
して、やはり共通してるなと思いましたのは気象状
況の変化に伴う、そういう中での大きな火災問題、
そのことが気象情報に関する収集、そして、そのこ
とからこれからのあり得る事態についての予測、そ
して、そのことを考えますと強風からの山火事とい
ったようなことになると、その規模の大きさとそれ
から広がり方の速さといったことについて、非常に
やっぱり皆さんがご苦労なさっているというような
感じもいたしました。

そういったような中で、どうやって気象情報を
把握していくのかということと同時に、この広がり
方の速さを考えますと、消火活動についてできるだ
け効率的に早くといったようなことが必要になって
きているというのも各国共通ではないかという思い
もいたしました。その中に、例えば、航空機を使っ
ての消火活動というようなことも相当あるのではな
いかと思いながら、同時にいろんな方法で苦労され
ておられる。私、先ほど申し上げました具体的な消
火活動の内容について、今どういうことをやってる
けども、これからの課題としてご報告の中にもござ
いましたけれども、これからの課題も、まだ、いろ
いろあるんだというお話もございましたが、そうい
う具体的な消火活動の内容、進め方、これからの考
えといったようなことなどについて、もしご発言い
ただけましたらありがたいと思いますけども、いか
がでございましょうか。

はい、どうですか。お願いします。

ポール・ラトクリフ

プレゼンテーションの中で、事前計画について
取り上げましたが、消防のリソースが限られている
場合は、特に、火災対応への事前計画が重要になり
ます。

英国の消防サービスにおいては、事前計画が重
要な部分になります。

火災事故がどのように広がるか、誰も正確には
予知できません。

イギリス
ポール ･ラトクリフ

こ れ は 山 火 事
だけでなく、あら
ゆる大災害に言え
ることです。

と に か く、 一
も二もなく重要な
のは情報です。

ま た、 水 利 の
位置を示す地図の
ほか、些細なことだと思われる情報も併せて、現場
へのアクセス方法を概ね事前に計画することです。

消防車の中で隊員が基本情報をすぐに入手でき
ることは非常に重要で、英国では大規模な災害が起
きた際、初期段階での対応にこのことが本当に役立
っています。

そして、その後の段階で指揮隊もそのような情
報を得ていきます。事前計画が重要なのです。

ケビン・クイン

話を一歩進めると、このような情報を用いた人
工知能（ＡＩ）の活用も将来的には必要でしょう。

そのような形で情報を活用することで、戦略や
戦術に違いが生じるはずです。

マイケル・ロケット

今の内容に全面的に同意します。
カナダは、全国の消防機関が活用できる情報共

有セクターが存在しないという問題を抱えていま
す。

カナダには 3,200 か所の消防組織がありますが、
これらを全国統一的に総括する機関がなく、連邦レ
ベルでの消防機関すら開設されていません。

カナダは切実にそれらを必要としています。
英国や米国で実現したいという、ポールの言う

ような情報の共有は、簡単ではありません。
つまり、カナダは、まだまだ、そこまで達して

いないのです。
しかし、私はＡＩによる解決策が有効だと思うの

で、もし他国に優れたソルーションがあるのなら、
そうしたものを我々の隊員が直ちにアクセスできる
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デバイスで共有で
きるようにする必
要があります。な
ぜなら、これには
多額のコストがか
かりますから。

わ が 国 の 消 防
には、かろうじて
機能しているとい

ＣＴＩＦ（国際消防救助協会）
ミラン・ドゥブラバク

う組織が数多くあります。
こうした組織は、消防車両に燃料を入れ、基本

的な装備を購入し、消防署の運営をやっと維持でき
るだけの資金しか与えられていないのです。

恐ろしいことです。
消防には、国家基準が必要ですが、残念なこと

にカナダでは整備されていないため、導入に向けて
取り組む必要があります。

パートナーのシェーン（カナダ義勇消防協会副
会長）がここにいるのは、そのためです。このテー
ブルを囲む皆さん、そして会場にいる皆さんとネッ
トワークを築き、カナダでも展開できるように、ボ
ランティアのトレーニングについて情報を集めたい
と思っています。

ありがとうございます。

秋本敏文

はい、ありがとうございます。じゃ、どうぞ。

ミラン・ドゥブラバク

秋本会長からの疑問に対して、ＥＵ市民保護メカ
ニズムの観点から２つのポイントをご説明したいと
思います。

ここ数年、特に山火事対策のために、衛星監視
システムへの予算が増額されました。

欧州委員会共同研究センターは、山火事のモニ
タリングに関して優れたソルーションを提示しまし
た。

２つ目は、この数年、夏の山火事シーズンにＥＵ
内でいわゆる消火部隊の事前配置を開始したことで
す。

夏 季 に は 部 隊
の一部を山火事の
リスクが高い地域
に 事 前 配 置 し ま
す。

部 隊 は そ こ で
訓 練 を 行 い ま す
が、山火事が発生
すると、現場によ

イタリア
ステファニア ･フィオーレ

り早く駆けつけることができます。
これが昨年、私たちが実施した対策です。
ありがとうございます。

秋本敏文

はい、ありがとうございます。いろいろご発言
が相次ぐようですが、どうぞお願いします。

ステファニア・フィオーレ

では、先ほどプレゼンテーションでお話した内
容に戻ります。

イタリアでは、森林火災に対する緊急対応シス
テムが非常に複雑で、さまざまな行政機関が計画段
階と対応段階の両方に関与しています。

そこで、導入されたのが、国家市民保護局の調
整に基づくシステムで、消防機関はこのシステムの
基本的な構成要員であり、その活動は日々の天気予
報と警戒レベルを基にしています。

我々の警戒レベルは、緑、オレンジ、赤の３色
コードをベースに取り入れています。

計画を立て、必要があれば、危険度の高い地域
の近くに航空隊を動員できるようになっています。

当然、状況は毎日、毎週、変化します。
そのため、イタリア消防隊だけでなく、航空隊、

軍部、警察隊などで構成される国家航空隊が編成さ
れています。

イタリアの国土と地形の構造上、迅速な対応が
必要であり、主な森林火災には消防飛行艇で対応し
ています。

次に、地域計画もあります。
すべての自治体と県には、森林火災以外の災害
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にも対応する特殊な緊急時対策計画があります。
先ほどお話したように、イタリアには多くの災

害リスクがあります。
気候変動により、同じ地域でひと月のうちに山

火事と洪水が同時に起こる可能性があります。
つまり、さまざまな緊急事態に迅速に対応でき

る能力が必要です。
ありがとうございます。

秋本敏文

災害発生を予測することができるような情報と
いうのが、ものすごく大事になってきている。これ
は今、今日はもう山火事を中心にしておりますが、
イタリアの場合には火山の噴火というのもこれまで
にもあっている。日本もかなり各地での火山の噴火
がございます。そうすると噴火予測というようなも
のがもっと早くされて、そしてそれへの対応体制を
早く組むといったようなこと、それは他の災害につ
いても言えることだと思いますので、これは恐らく
世界共通の大きな課題になってくるかと思っており
ます。

それから、さっき、航空機を使ってというのが
ちょっとございましたけども、実は私は 30 年前に
日本国の消防庁長官に就任したんですが、そのとき
にカナダの方から山火事用の飛行艇というのが、カ
ナダにこういうものがあると、日本でもこれを活用
しないかというご提案をいただいたことがあったん
ですが、そのときはとてもそこまでいきませんでし
た。ただ今日、いろんな資料をいただいていますと
カナダの飛行艇というのを、かなり、各国もこれは
使っておられる例があるようだなと思ったんです
が、これはカナダの方でもそういうことで、今も各
国に対していろんな情報提供をなさっておられるん
でしょうか。

マイケル・ロケット

そうですね、消防飛行艇はカナダの山火事の消
火活動で重要な要素ですが、ケビン、それは米国で
も同様ですね。

それと同時に、地上の作業員、つまり、ツルハ

シや斧を持ち、防
火線を設定する隊
員のことも忘れて
はいけません。

し か し、 カ ナ
ダでは主に放水に
よる消火活動を行
います。

間 違 い あ り ま

カナダ
マイケル ･ロケット

せん。
航空機に関しては、ＣＬ-15 や 415 のような固定

翼機、ヘリコプター、あるいは、軍のチヌークが使
用されています。

また、カナダでは、民間会社へ委託の依存度も
高いです。消防飛行艇を独自に保有する請負業者と
政府が委託契約をするわけです。そのような民間業
者も消火活動に参加する状況では、ＣＩＦＦＣ（カナ
ダ森林火災センター）が重要な役割を果たします。

２年前、ノバスコシア州で２件の大きな山火事
が発生しました。

最大の自治体、州都のハリファックス地域では、
一夜にして 200 軒を超える家屋が焼失しました。

この地域には、ノバスコシア州の約半分に当た
る 50 万人が居住しています。

いろいろなことが重なった結果、本事案は、ＷＵ
Ｉ（林野と市街地の境界）火災になりました。

火の勢いは強く、避難経路は一か所のみでした。
幸い、死亡者は出ませんでしたが、一夜で 200

軒以上の家屋が失われました。
皮肉なことに、その翌日、州内の別の地域で再

び山火事が発生しました。規模ははるかに大きいも
のの、主に原野で発生したので、人命や財産への被
害は小さくて済みました。

そこで、急遽、モンタナ州から消防飛行艇を導
入しましたが、これがＣＬ－15 でした。

本当に奇跡としか言いようがない幸運に恵まれ
ました。飛行艇は一滴の水も放水せずに済みまし
た。到着と同時に雨が降り始め、夏の間中、降り続
いたからです。

雨のおかげで火災シーズンを乗り越えることが
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できたのです。
しかし、カナダにおける消火活動の成功のカギ

を握るのは飛行艇であり、米国でも同じだと考えま
す。

ロサンゼルスの山火事を見ればわかることです。
近隣の住民は、家族であり兄弟のようなもので

す。
世界のどの地域にいるかは関係ありません。
私たちは消防士です。
やるべきことは同じです。微妙な違いはあるか

もしれませんが、私たちは市民を守るという尊い使
命を負っているのです。

ですから、消防飛行艇の操作や消火活動など、
共有できる情報はすべてオープンにする必要があり
ます。

壁を取り払って、情報をオープンにしましょう。
政治的な違いを気にする必要はありません。
火災と闘い、市民を守るために私たちは存在す

るのです。
今日、ここにいる全員が共通の目標を掲げてい

ます。

秋本敏文

ありがとうございました。まさに消防は世界皆、
兄弟だと、同志だということだと思います。実は、
私はアメリカではカルフォルニア州が直属の消防部
隊を持っているということを以前ちょっと聞きまし
て、具体的にどういうものを持っておられるかとい
うのをサクラメントに行き、また、さらにそこに向
かいますと重機が 100 台、そして航空機はヘリま
で含めると 50 機、そして専用の航空基地も持って
いるといったようなことを伺って、その専用の航空
基地も拝見させていただいたことがございます。そ
して、どのような航空機を使って消火活動をやって
おられるのかというようなことを聞きましたけど
も、そのとき拝見できたのは、わりあいに小型の飛
行機だったんですけど、だから、カナダの飛行艇の
ようなものよりももっと小さなものをあの当時は使
っておられた。

しかし、恐らく、今、状況が変わってきている

だろうと思うんですが、ある程度の面積の広がりを
持ってくると、その中に人が入って行って火をいち
いち消していくということが、これはかなり危険を
伴うことになってくるんじゃないか。そうすると、
空からも含めての総合的な消火活動というのが、必
要になってくるんじゃないかなという感じもする。
そうすると、カナダの飛行艇、その他のいろんな空
からの消火活動といったようなことがこれからの課
題になるかもしれないと思うんですが、他の国でも
そういったようなことというのは議論になっている
ものなんでしょうか。もしもそういうことで何かご
発言ございましたら、お願いできればと思います。
どうぞご遠慮なく。

はい、どうぞ。

ステファニア・フィオーレ

そう、先ほどもお話したように、イタリアでは
さまざまな手段を備えた飛行艇を、諸々、保有して
います。

一般的なヘリコプター、大容量の大型ヘリコプ
ター、そしてカナディアがあります。

各地域に数機のヘリコプターが配備されている
ほか、イタリア市民保護局の調整室で整備されてい
る国家所有のヘリコプター隊も用意されています。

ここでもう一つ注目したい点は、地上で消火活
動を行う消防隊と航空消防隊の間の連携です。双方
の連携体制を確立することが非常に重要だからで
す。

イタリアの場合は、指揮官は地上にいます。
いわゆる「消火活動責任者」がおり、彼らは専

門のトレーニングを受けていて、空中消火作業の調
整も行います。空中から放たれた水や泡消火剤で地
上の隊員が危険にさらされないことが重要ですか
ら。

また、カナディアの消火活動はイタリアだけで
なく、ヨーロッパにとっても非常に重要であるとい
うことを強調したいと思います。

登壇者のミランが言及していましたが、rescEU
と呼ばれる特別なメカニズムがあり、ここでは少な
くともポルトガル、イタリア、フランスの 3 か国
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がカナディアを共
有しています。

つ ま り、 ヨ ー
ロッパのいずれか
の国で大規模な火
災 が 発 生 し た 場
合、ＥＵ本部の調
整を通じて緊急要

フランス
クリストフ・マルシャル

請が来れば、カナディアは加盟国を支援するために
各国へ飛びます。

繰り返しになりますが、ヨーロッパでは加盟国
間の連携だけでなく、加盟国外との連携も重要だと
固く信じています。

私たちは援助活動を行う準備ができています。
数年前のことになりますが、大規模な森林火災

の消火活動を支援するため、カナディアでサウジア
ラビアへ行きました。

先ほども言いましたが、消防活動の支援におい
ては、大規模な緊急事態が発生した場合、国境など
存在しないと考えるべきだと思います。

私たちは、協力しながら、共に計画を立て、連
帯の原則に基づいて互いに支え合う必要がありま
す。

ありがとうございます。

クリストフ・マルシャル

さらに、今後の空中消防活動は、夜間の処理能
力を増強することになるかもしれません。

通常、夜間は危険なため、飛行艇による消火は
日中のみ行われます。

しかし、新しいテクノロジーの導入によって、
夜間の放水も可能になるでしょう。

なぜ、夜間の消火が重要なのか？
夜になると気温が下がり、湿度が上がるので、

消火活動の効果が高まるからです。
近い将来の話ですが、そこに向けて取り組んで

いく必要があります。
消防ボランティアの加入促進についても触れて

おきたいと思います。
重要なのは、若い消防士を多く配備することだ

と言われます。
フランスでは、

ボランティアの２
人に１人が若い消
防士です。

新 し く ボ ラ ン
ティアを採用する
のは良い方法だと

ドイツ
カール ･ハインツ ･バンセ

思います。
そして、３つ目は、消防士一人ひとりに森林火

災の基本的な安全ルールを教えることです。
以前は、建物火災のトレーニングは実施されて

いましたが、森林火災のトレーニングはありません
でした。

現在、若い消防士は全員、森林火災の基礎訓練
を受けることになっています。

カール・ハインツ・バンセ

ドイツにも消防飛行艇はありますが、大部分は
ヘリコプターを使用しています。

ドイツには消火活動用のヘリコプターが 70 機あ
ります。

火災が大規模化する場合は、rescEU が出動し、
イタリア、フランス、ギリシャからカナディアが支
援に駆けつけます。ドイツではこのような形で対応
しています。

ボランティアや若い消防士が揃い、ドイツの消
防活動は良い方向に進んでいると思います。

消防組織には、約 30 万人の若者が登録されてい
ます。

６歳から 10 歳、10 歳から 16 歳までの２つのグ
ループに分かれています。

その後、消防士となって事故や火災への対応を
します。

これは非常に重要なことです。
15 年間、こうした取り組みをしないままにして

おくと、多くの問題が発生することになります。
現在、100 万人以上のボランティア消防士が登

録されています。
しかし、若者を数に入れなければ、多くても 30
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万人でしょう。
これは非常に重要なことですし、何らかの対処

が必要です。
若者と協力し、良いアイデアを練ってトレーニ

ングを実施する必要があります。
また、彼らとともに楽しんで取り組まなければ

なりません。
その後、若者は消防組織に入り、さらには、ド

イツの消防士になります。

ミラン・ドゥブラバク

そうですね、rescEU に関して付け加えると、現
在、この人材プールはＥＵの予算投入によって増加
しています。

先ほど挙げられた 3 か国以外にも、まもなくこ
のメカニズム全体、ヨーロッパ全体、そして、加盟
国外向けに、夏季シーズン、消防飛行艇を提供する
国が増える予定です。

その一つがスロベニアです。
今後の事態に備えて、私たちはカナディアより

も小型のエアトラクターを４機購入しました。国内
で使用するだけでなく、他のヨーロッパ諸国でも共
有できるようになります。

ここで最も重要な点を挙げると、米国からの登
壇者が指摘したように、世界中でボランティアが減
少していることです。

この数年間、四大陸でさまざまな消防関連の会
議に出席しましたが、そのすべてで課題として挙が
ったのが、消防士の確保の問題でした。

この問題は、世界共通です。
これまでの発表者がすでに挙げているポイント

ですが、若者、つまり若い消防士への投資です。
ＣＴＩＦは、次世代の消防士を体系的に拡充させ

る唯一の国際消防士協会です。
それを継続することが重要なのです。
我々は青少年消防オリンピックを開催しており、

日本もこれに参加しておりますが、このことは将来
の消防士の確保という観点で重要です。

ありがとうございます。

秋本敏文

山火事に限らずいろいろな災害への対応という
ことで、人的な体制の重要性というのは、これも世
界共通だろうと思います。日本でも先ほどもちょっ
と私も申しました、消防庁からもお話がございまし
たけれども、消防団員が減少傾向にある。これを何
とか確保していかなきゃいけないというときに、や
はり消防団の活動、そのことの重要性、そのことに
ついてやりがい、そういったものを若い人たちにも
実感していただけるようにということをまず考えな
きゃいけないんじゃないかということになります
と、今のような消防体制としてどういう装備を使っ
て、どれだけ地域の皆さんの安全に貢献できるのか
と、そのことを実感できるようにというのが我々に
とっても大きな課題であろうと思っております。

それで、先ほどの消火の活動ということに関連
をさせてちょっともう１つ申し上げますと、私はギ
リシャに伺ってギリシャの消防はどうなっているの
かというのを伺いましたときに、ギリシャは国家消
防であるということであると。そうすると、地中海
沿岸などで山火事があったときにはどうするんだと
いうことで伺いましたら、ギリシャ空軍に出てもら
うという話がございました。先ほどから、航空機を
使うというときに地域の人たちとの間の情報交流も
大事。だけど、同時にその航空機の管理、運用とい
うものも大事。そういったようなことになると、例
えば日本で考えますと、消防機関で航空機を管理す
るというような、これはなかなか大変なことにな
る。そうすると、どういう管理の仕方が必要なのか
というようなことになりますと、ギリシャの場合は
空軍が管理してる。

これはいろいろ国によって事情が違うと思いま
すけども、そういう管理システムということと同時
に、その航空機と地域の皆さんとの間との情報共有
というのが恐らく大事になってくるということだろ
う、それがまた、ますますあるんじゃないかと思い
ます。そういったようなことにも今のお話の若い人
たちの確保ということは、そういう地域の地上の体
制整備としても大事ではないかというように思われ
ます。私ばかりお話しするとあまりよくないと思い
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ますので、どうぞ
関連してお思いに
なることがありま
したら、ご発言お
願いいたします。

お願いします。
どうぞ、ポルトガ
ル。 ポルトガル

ヴィートル ･レイス

ヴィトール・レイス

消防士の資格認定についても、経験を共有した
いと思います。消防士を確保することは当然重要で
すが、消防士が山火事の消防活動のトレーニングを
受け、資格を有していることが非常に重要だからで
す。

この数年間、私たちは消防士の資格制度に多額
の予算を投入してきました。

ポルトガルの場合、すべての消防士が山火事の
消火活動に関する基礎トレーニングを受けていま
す。たとえ、山火事のリスクが高くない地域の消防
士であってでもです。

また、山火事のリスクが高い地域の消防士向け
に専門コースも用意しています。

2017 年、火災が以前とは違った様相を呈してい
るということを私たちは知りました。

火災の性状にも変化が見られます。
近年の火災は、消防士になるためのトレーニン

グで身につけた知識だけでは、十分に対処できませ
ん。

もはや発火源、救援、気象学だけではなく、も
っと複雑な問題があるからです。

近年、発生する山火事には共通項があります。
大気との相互作用、こうした複合的な状況から生じ
るすべての現象です。つまり、火災から生じる要素
と大気が相互に作用し、その結果、生じる性状がま
ったく予測不能だということです。

現在使用されている予測シミュレーターでは、
こうした火災を解明または予測できなくなったので
す。

したがって、消防システムへの科学的知識の活

用は非常に有効で意味があります。消火の方法だけ
でなく、消火活動が不可能な状況さえも学ぶことが
できるからです。

この場合に行うべき唯一のことは、安全を確保
して消火活動ができるようになるまで、住民や消防
士を安全な区域に避難させることです。

つまり、この分野ではトレーニングと資格制度
が非常に重要な問題になるのです。

秋本敏文

おっしゃるとおりだろうと思います。同時に消
防職員としての訓練もあるけども、地域の皆さんと
の協力関係、特に、山の火事が住宅とか何かにまで
近接するようなことになってくると地域の人たちと
の連携プレーも、ものすごく大事になってくるんだ
ろうと思うんですが、そういうような、いろんな訓
練というのはヨーロッパ諸国でもアメリカでもカナ
ダでも、やっぱりいろんな形でやっておられるんで
しょうかね。

もうお答えがなくても結構ですが、もしやって
おられるようなことがありましたら、それぞれの国
ではどういうことを工夫している、気をつけている
といったようなことがございましたら、お聞きさせ
ていただきたいと思いますが。

ケビン・クイン

秋本会長、その通りですね。
米国には「Firewise」という制度があります。住

民が自らの資産を守り、安全な場所を確保するため
のプログラムであり、一般市民に、安全な行動と危
険な行動の区別、薪の置き場所や自宅近くの雑木林
の手入れ方法などを教えるトレーニングです。

米国全土でプログラムが実施されています。
過去に火災が発生した地域はほとんどが西部で

したが、近年変化が見られます。
地域に関係なく、米国全土で山火事が発生して

いるのです。
また、かつては山火事が起きやすい季節という

ものがありました。
本日のプレゼンテーションの中でも、「火災の起
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きやすい季節」との発言がたくさん聞かれました。
しかし、今や、米国では火災の季節はほぼ「一年
中」です。特に起きやすい季節というのはありませ
ん。

ですから、避難できる場所について、住民に周
知しなければなりません。これが「Firewise」プロ
グラムです。

カナダも同様のプログラムがあります。

マイケル・ロケット

そうですね。
カナダのプログラムは「Fire Smart」と言いま

す。
私の記憶が正しければ、施行されたのは 1993 年

だったと思います。
「Fire wise」に似ていますが、自分の財産を守る

だけでなく、地域社会に対して貢献できることを住
民に周知し、Fire Smart な（林野火災への意識が
高い）コミュニティを作ることを目指したもので
す。

では、山間部と市街地との境界線にある地域で
は、どのような対策を取れば、山火事の被害を軽減
化することができるのでしょうか？

実は、ほとんどコストをかけずに、これを実現
できる方法があるのです。

スマートに考えれば良いのです。自宅周囲の雑
草を始末したり、木の枝を刈ったりと、少し人手が
要る場合もありますが、不可能なことではありませ
ん。

そして、こうした小さなアイデアは人を動かし
始めています。

実際、カナダではこの動きが始まっています。
政府は、かなりの資金を投じて、住民への啓発活動
を行い、地域を巻き込みながら、Fire Smart なコ
ミュニティ作りを進めています。

ケビン・クイン

それから、マイクから開発中のコミュニティに
ついて話がありましたが、出入りする経路が 1 か
所しかないコミュニティづくりは危険である、と付

け加えておきたいと思います。
林野と市街地の境界領域にこうしたコミュニテ

ィが造成される場合、この点は本当に改善したいと
考えています。

つまり、コミュニティの出入口を複数用意する
のは、住民の安全を守るために我々が行うべきシン
プルなことなのです。

秋本敏文

はい、ありがとうございます。
今、カナダからもいろいろお話ございましたが、

会場には実はカナダから他にもおいでいただいてい
る方が、確かおられるんですよね。

何かご発言ございますか。

シェーン・ラ・モンターニュ

マイクの言う通りです。
「Fire Smart」は、素晴らしいプログラムです。
コミュニティレベルで実施できれば、本当に林

野火災対応の鍵になると思います。
バックバーニング、いわゆる延焼防止作業につ

いてもお話したいと思います。
私たちが担当するサスカチュワン州で多数の火

災が発生しましたが、火勢を除去するため、20 ｋ
ｍのバックバーニングを行いました。

アンカーポイント（火災防御線の基点）を選定
し、防御線を設置して、火勢を排除することも、林
野火災対応の選択肢の一つです。ただ、放水によっ
て消火を試みるだけではなく、20km の防御ライン
を構築することで、林野火災の危機からコミュニテ
ィを保護するのです。

秋本敏文

はい、ありがとうございました。
他にもご発言等があるようですが。

カール・ハインツ・バンセ

はい。
私たちは、ヨーロッパの消防士の協会を新たに

設立しました。ここで、重要なことの一つは、共に
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話し合い、学び合い、山火事と闘う最善の方法を見
つけることです。

カナダ、米国、フランス、ギリシャから学べる
ことは多いと思います。

それぞれやり方があると思いますが、最善の方
法は何でしょうか。

私は何がベストなのかわかりません。
ドイツでは、大勢の消防士と消防車が現場に集

まって帰っていくという光景をよく目にします。こ
れが正しい方法だとは思えません。

むしろ間違っています。
私たちはさまざまなことを学ばなくてはなりま

せんし、学んでいます。
これは非常に重要なことです。
欧州での中心的組織の設置。たしか、フランス

に山火事について学ぶ大きな学校がありますよね。
私もそこに行きましたが、非常によい場所です

し、こういった施設こそが、将来、目指すべきとこ
ろだと思います。

こうした取り組みを各国が協力して行うべきだ
と思います。

ミラン・ドゥブラバク

ＥＵの戦略的文書に記載されている事項の中から
ひとつ挙げておきましょう。
「セル・ブロードキャスティング」と呼ばれるも

のです。
私見ですが、全てのＥＵ加盟国に 2026 年末まで

に実施が義務付けられるようになると思います。
これは何かと言うと、災害などが発生した場合、

住民に一斉に危険を知らせる特殊なアプリまたは専
用のシステムのことです。

つまり、ある地域内にいるすべての人が、避難
勧告や防災に関するメッセージ通知をスマート・フ
ォンで受け取るようになります。

ＥＵ圏内では、人の移動が激しいため、こうした
情報は非常に重要です。

これは観光シーズンに限ったことではありませ
ん。このシステムは、そこに定住している住民だけ
でなく、その時点でその地域にいた人全員に情報を

伝えるのです。
ヨーロッパでは多くの国でこのサービスが既に

開始されていますが、来年末までには義務化される
でしょう。

本格的にサービスが始動すれば、災害リスクの
高い地域、また、非常事態が発生した場合におい
て、より質の高い情報を提供できるようになるでし
ょう。

一昨年、スぺインのバレンシアで大洪水が発生
しましたが、その時、非常に苦い経験をしました。
現場からわずか 200m の距離にいる住民にさえ、
災害の情報が伝わっていなかったのです。

この「セル・ブロードキャストシステム」を普
及させることで、災害が発生した瞬間、その地域に
いるすべての人に、十分な情報、警報あるいは警告
を確実に届けたいと思います。

当然、このシステムによって住民の安全は向上
します。

秋本敏文

ありがとうございました。
日本でも地域の皆さんと一緒になって地域を守

っていくということについて、これは実は 30 年ほ
ど前に１階の情報センターでご覧いただきましたけ
れども、阪神・淡路大震災、神戸を中心にした大き
な地震があった。

それに対応する体制ということで全国の消防の
応援体制というのを創るということをやった。

そのとき、ちょうど私は消防庁長官だったんで
すが、同時に地域の体制もしっかりやっていかなき
ゃいけないというのを日本消防としてはずっと続け
てきてるんですが、そういったことを今の消防庁も
大変一生懸命やっていただいているんですが、何か
どうですか。

この関連のことについては。

福西竜也

日本でもまさに阪神淡路大震災以降、地域の防
災力を上げていかなければいけないということで、
先ほども一部、私の発表で触れましたけど、自主防
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災組織というのを
全 国、 自 治 会 と
か、町内会が主体
ですけれども、自
主防災組織という
ものを創っていた
だいて、そこでさ
まざまな訓練をや

日　本
福西　竜也

っていただく、また防災意識を高めていただくとい
うこと。

それに対して、我々、国としても、例えば講演
会をやるとかということであれば、語り部というこ
とで過去の災害を経験した地域の人を派遣する事業
ですとか、あとはリーダー育成研修ということで市
町村自治体に対して、我々は研修をして、それを教
材等を使って住民の方に研修をしていただくという
ような取り組みをして、自主防災組織、地域での防
災意識、防災力の向上という取り組みを日本ではや
っているところです。

秋本敏文

はい、ありがとうございました。
ご発言ご希望の方がさっきおられたようですけ

ど、いかがですか。
どうぞ。

ポール・ラトクリフ

では、英国で実施されている防火活動について、
少しお話したいと思います。

まず、救急車と医療サービスは消防からは完全
に切り離されています。

消防サービスは、英国では火災対応のみを取り
扱いますが、実際の出動時間は私たちの業務時間の
５％程度です。

したがって、この数年、消防隊に対する「時間
を有効活用せよ」というプレッシャーが強くなって
います。

消防士になって 19 年になりますが、英国の消防
機関では、一軒一軒、個別に訪問し、防火啓発のメ
ッセージを直接伝えるのが非常に重要な業務になっ

ています。
たとえば、私の消防機関では、勤務日には毎日、

すべての消防車が５軒以上の一般世帯を訪問するこ
とが義務付けられています。これは目標であり、防
火に関するアドバイスを提供したり、煙探知機が作
動していることを確認します。

リバプールだけでも毎年３万軒の家庭を訪問し、
防火に関するアドバイスを行っています。

アドバイスする内容は、実情に合わせて、考え
られます。

高層マンションの住居者に向けては、高層ビル
に関係する防火のアドバイスをしますし、

山火事発生のリスクがある市街地の端に住んで
いる場合は、よりその状況に応じたアドバイスを提
供します。

このように、消防士自身も防火活動に積極的に
取り組み、家庭訪問や学校訪問を行っているので
す。

また、英国の消防機関には、消防士ではないで
すが、防火の啓発活動に携わるスタッフもたくさん
います。

繰り返しますが、彼らも１軒１軒家庭を回って
活動を行います。

また、普及啓発のための施設もあり、学校の生
徒たちの訪問を受け入れています。

このように英国では、防火に関する啓発活動が
しっかりと根付き、進化しています。

秋本敏文

きめ細かい活動をなさっておられるのが分かり
ました。

ポルトガルの方からもありますか。

ヴィトール・レイス

では、山火事に関する注意喚起と地域の備えに
ついて、ポルトガルの経験を紹介します。

ポルトガル国内では、山火事に関するリスク情
報を毎日発信しています。一般市民だけでなく、自
治体の市民保護サービスとも情報を共有し、自治体
が住民にその日の危険度について呼びかけられるよ
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うにしています。
また、山火事に遭遇した場合の行動、自宅周辺

で山火事のリスクを軽減する方法などのアドバイス
を一般市民に向けて発信するキャンペーンにも力を
入れてきました。

2017 年の大規模林野火災後に作成された「Safe 
Village, Safe Persons」と呼ばれるプログラムもあ
り、そこでは消防士が自治体の市民保護サービスと
協力し、当該地域の山火事の危険性について説明し
ています。

また、今もポルトガルでは農業に火が使用され
ているため、安全な火の使い方について、啓発して
います。

森林火災が村へ延焼するのを防ぐためには、家
屋や村の周辺のすべての雑草や樹木を伐採すること
が、いかに重要であるかということを説明します。

また、もう一つ重要な活動が、避難が必要な状
況に備えて住民に心構えをさせることです。

住民全体の集合場所を指定し、責任者が村の住
民全員が揃っていることを確認します。

障がい者がいるか、あるいは移動が困難な人が
いるかなどの情報を事前に把握しなければなりませ
ん。このような方々は、救急車などで避難させる必
要があります。

住民は集合場所に集まり、避難を始めますが、
その計画は、火災が村に延焼してからではなく、事
前に策定しておくべきものです。

先ほど発表したパワーポイントのスライドの１
枚目に、路上で多くの車が燃えている写真がありま
した。

2017 年の森林火災では、一つの道路においてわ
ずか 100m の距離の路上で、49 名が亡くなりまし
た。この方向に進めば安全に避難できると、当局が
この道路に誘導したのです。

しかし、彼らは火に巻き込まれてしまいました。
ほとんどが車の中で亡くなりましたが、車の外

に出て命を落とした人もいました。
このような悲惨な災害を防ぐには、綿密に事前

計画を立て、必要に応じて住民が避難できる準備を
整えておくことが重要です。

秋本敏文

ありがとうございました。
もう本当にそういうきめ細かい対応というのが、

ますます大事になってきているということだと思い
ます。

イタリアの方からもご発言ございますか。

ステファニア・フィオーレ

幸いなことにイタリアでは、火災が広範囲に及
んでいないため、森林火災で避難が必要になるケー
スはそれほどありません。空中と地上での消火活動
の組み合わせによって、広範囲の区域での避難は、
さほど、必要となりません。

ただし、残念ながら、洪水による避難について
は、さまざまなケースを経験しました。

洪水の場合も事前計画は同じだと思います。
リスクに関する住民の意識を高め、訓練を重ね、

話し合い、説明する必要があります。
イタリアでは、地域に被害を及ぼす主なリスク

要因を分析し、主な対応策を盛り込んだ緊急時対応
計画の策定が各自治体に義務付けられています。た
とえば、住民の避難場所や消防隊と市民保護チーム
の本部の設置場所などが計画に含まれます。

こうした対策を策定の上、住民に情報提供し、
訓練を実施することが法律で義務付けられていま
す。

さらに、災害の規模が市町村レベルに限定され
ないケースも考慮し、県や地域レベルも含めた上で
計画を策定します。

住民への警報については、現在実験段階ですが、
「IT Alert」というアプリケーションを開発中です。

最初は２年前、工場での災害に関する演習でア
プリケーションを開発しました。

このアプリは、緊急時対策計画に基づいて「災
害の影響を受ける」とされる地域にいる人全員に、
情報を発信することができます。

たとえば、工業地帯については、特に化学工場
を対象に、危険物質の拡散モデルを含む緊急時対策
計画を策定する特別法がＥＵレベルで制定されてお
り、周辺地域の住民には、これらの情報が通知され
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ます。
住民に周知された特定の信号があるのです。こ

れから、このアプリも、その地域の住民だけでなく
その地域で携帯電話が接続できる人全員に情報を発
信できるようになる予定です。

秋本敏文

なるほど。
いろいろ工夫しておられるということですね。
何かご発言ありますか。
どうぞ。

カール・ハインツ・バンセ

ドイツでは避難計画を有しているので、避難自
体について、問題はありません。

問題は、誰が避難指示を発令するのかというこ
とです。

昨日、ブランデンブルク州の小さな村で住民が
避難しました。

ベルリンに近いブランデンブルクで山火事が発
生したのです。

人口 500 人ほどの小さな村の住民全員が避難す
る必要がありました。

問題は、その指示です。
担当の行政責任者、つまり、ドイツ語で言う

「Landrat」ですね。市町村長のことです。この人
が「避難してください」と言わなくてはなりませ
ん。

しかし、遅すぎるのです。
避難指示が遅すぎることがあるのです。
アール渓谷地方のケースは、避難指示発令が遅

すぎました。
その結果、多くの命が犠牲になりました。
情報発信が遅すぎたのです。
住民は何が起こっているのか知りませんでした。
あっという間に水が押し寄せ、洪水に巻き込ま

れてしまったのです。
これがドイツにおける問題です。

秋本敏文

日本でも避難ということが大きな課題になりま
すけど、皆さん、こちらの方に避難していただい
て、ただし避難所でどういうふうにして生きていく
のか。

食べ物、飲み物、トイレ、いろんな問題を片付
けなきゃいけない。

それがなかなか大変な場合もあるといったよう
なことも、いろいろあります。

というようなことですけれども、こうやって皆
さん方のご発言も次々にいろいろありますけれど
も、これ、いかがですかね。

会場の中の皆さん、ずっと話をお聞きになって
いて、このことについてちょっとお尋ねしてみたい
なとか、このことについては一言申し上げておきた
いなとかといったような何かご発言のご希望がござ
いましたら、せっかくの機会ですから、いかがです
か。

室㟢益輝氏

室﨑と申します。
今日は素晴らしいご報告をたくさん聞かせてい

ただいて、どうもありがとうございます。
コメントというか質問なんですけど、地球温暖

化がどんどん、どんどん進んでいる。
まさにそういう自然が脅威というか、どんどん、

どんどん進化していってると、防災も進化しないと
いけない。

今までどおりの技術では対応できないというこ
とだろうと、今日は皆さんの話も全部そういうこと
なんですけど、その防災の進化する中で、まさに地
球温暖化というものは地球温暖化そのものも国際的
に力を合わさないといけない。

同じように山火事の対策も、私はこれは国際的
にもっと連携するというか、協力するシステムがあ
ったほうがいいんではないか。

１つは技術の開発。
先ほどビッグバーンの話もありましたし、夜間

の消火技術をどうするのかとか、あるいはヘリでは
なかなか有効に水がかけられない。

空からの消防技術みたいな、そういう技術開発
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を国際的にしっかり連
携をしてやっていくよ
うな仕組みができない
のかというのが 1 つで
す。

それから、もう１つ
は、高速の飛行艇とい
うのはヨーロッパでも
う既にでき上がってい
る。すぐ近隣の国から
別の国の飛行艇が駆け
つけて消すということもあるので、そういう緊急時
の消防、山火事対策の国際的な連携で世界中から飛
行艇が集まって消すというような、そういう仕組み
も必要ではないかということで、そういう国際的な
連携の可能性があるかどうかということで、もしご
意見があれば教えていただきたいと思います。

秋本敏文

ありがとうございます。
今、ご発言ありました室﨑先生は、我が国、日

本における防災関係について最もいろんなことを研
究してくださってる方なんですが、今のご意見、ご
質問に対して何か皆さん方のほうでご意見ございま
したら、どうぞご発言いただきたいと思いますが。

ケビン・クイン

ご質問ありがとうございます。
４～５年前ですが、XPRIZE 財団が「XPRIZE 

Wildfires」というコンテストを開催しました。
ご存じでしょうか？

「XPRIZE Wildfires」と XPRIZE について少しお
話したいと思います。

この名前に聞き覚えがあるかどうかわかりませ
んが、SpaceX は XPRIZE から生まれた団体です。

さて、XPRIZE 財団は、４～５年前、世界中の山
火事を撲滅するという目標を掲げました。壮大な目
標です。

SpaceX も壮大な目標です。
この取り組みの答えはテクノロジーでした。皆

さん、テクノロジーだったのです。
世界各地に配備した驚異的なスピードの無人航

空機やドローンを衛星基地から発射すると、赤外線
と連動して動作し、火災の発生場所を瞬時に特定し
ます。

XPRIZE Wildfires が取り組んでいるのは、この
高速ドローンに放水機能を装備したものを完成さ
せ、世界中に配備することです。

つまり、このテクノロジーに注目が集まってい
ます。

最近の進捗についてはチェックしていませんが、
キーワードは、テクノロジーとスピード、世界各地
の無線タワーと連動した無人ドローンでしょう。

これについて、議論は進められています。
明確な答えはありませんが、議論は進んでいま

す。
ご質問ありがとうございます。

秋本敏文

ありがとうございました。
問題を突いていただいたと思います。
その他にも、どうぞ。

カール・ハインツ・バンセ

ちょっとしたエピソードをお話しましょう。
2017 年、私はスウェーデンにいました。
大規模な山火事が発生したのです。
ポーランド、ドイツ、スウェーデン、ノルウェ

ーから、消防士が続々と集まりました。
２日目か３日目のことでした。指揮官から「全

員、森から撤退せよ」という指令が出ました。
私たちは、森から撤退しました。
状況がまったくわかりませんでした。
すると、戦闘機「サーブ ･ ビゲン」２機が猛ス

ピードで火災現場に向かってきて、現場の中心部に
向けて２発のロケット弾を発射しました。

炎が消えました。
酸素がなくなったからです。
ロケット弾が爆発したのです。
酸素がなければ、火は消えるのです。
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前向きな結果でした。
しかし、問題はコストです。
経済的な方法とは言えません。
ロケット弾１発のコストは、5 万ユーロです。
戦闘機も非常に高額です。
非常に興味深い体験でした。

秋本敏文

ありがとうございました。
今のコストのお話というのはどこの国、どの地

域にとっても実は大事な問題だということ、ござい
ますので、それらもクリアしながらさらにレベルを
高めていかなきゃいけないということだろうと思い
ますが、他にもご発言ご希望ございましたら。

そろそろもう終了予定時刻になってきておりま
すので、この辺でおしまいということにそろそろし
なきゃいけないんですが、この際、あと一言は言っ
ておきたいということがございましたら、どうぞ。

もう特段ご発言のご希望がなければ、予定の時
間ということになりましたので、この辺で終わらせ
ていただきたいと思いますけれども、本当にそれぞ
れの国のそれぞれのいろんなこれまでのご経験の中
からの貴重なお話をいただきまして、そして、ま
た、室﨑先生からもこの時代の変化に合わせたさら
なる進歩ということで、また、考えなきゃいけない
ぞということのご指摘もいただきました。

そして、その中にやっぱり消防人、世界皆、兄
弟だと、同志だということのご発言もございました
けど、まさにそういうことだろうと思います。

それで、私ども、そして、それぞれ共通する使
命、そういう共通する問題点がある。

そして連携、協力の必要性ということをこのシ
ンポジウムを通して改めて確認できたという気もい
たします。

今日の本当にこれでご協力いただきました皆様
方のおかげで、ここまで進めることができました
が、この成果をさらに今後発展させるという努力を
皆で進めていかなければならないかと思います。

会場の皆様方も含めまして、今後ともひとつど
うぞよろしくお願い申し上げます。

ということまで申し上げまして、大体予定の時
刻がまいりましたので、おしまいということにさせ
ていただきたいと思いますが、よろしゅうございま
すでしょうか。

はい、それではこれをもってこのシンポジウム
は終了ということにさせていただきます。

皆様方、協力いただきまして、本当にありがと
うございました。

司会

皆様、ご協力いただきありがとうございました。
ここで主催者を代表いたしまして日本消防協会

会長、秋本敏文から皆様に対しまして、ご挨拶を申
し上げます。

秋本敏文

今、申しましたけど、以上をもちまして本日の
国際会議は終了とさせていただきますけれども、最
後に皆さんのご発言を伺いまして、今、私が思って
いることを申し上げさせていただきたいと思いま
す。まず、各国消防の皆さんが大きな山火事など大
規模な災害に直面して地域の皆さんの生命、財産を
守り抜くために最善を尽くしておられるというこ
と、そのことを消防の使命としてこれからも大切に
受け止め、消防関係の皆さんが協力して、それぞれ
の国の事情に応じた対応体制の充実強化を進めよう
としておられること、このことがよく分かりまし
た。そのため関係の方々の情報交流、課題の共有、
指揮命令系統の統一といった情報関係の体制強化、
また被害に関する早期の正確な情報把握や効果的な
対応のあり方についての関係機関の共同研究や要員
の確保、装備の充実、訓練の実施などによる対応体
制の強化、これらを課題としておられ、さらに国、
地方公共団体の連携、専門機関の協力、地域住民の
皆さんの参加など総合的な体制強化を具体的な課題
としておられる、そういうことがよく分かりまし
た。

このたびの国際会議で明らかになりました、こ
のような課題への対応は、これは消防制度などが各
国において異なりますので、それぞれの国の実情に
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応じた対応が必要となるでしょうけれども、根底に
おける災害対応の重要性認識、それから直面する課
題の存在についての共通性、このことを実感いたし
ました。ますます厳しくなる地球全体の災害への対
応については、このような認識のもとにこれからも
情報交流を行い、必要に応じて各国が連携しなが
ら、それぞれ必要な対応をするということが望まし
いと思いました。このたびの国際会議の中でいただ
きましたさまざまな思いをできるだけいろいろな機
会に皆様にお伝えをし、これを生かしながら今後と
も我が国消防体制の充実に努力をしてまいらなけれ
ばならないという風に改めて思いました。本当にご
協力いただきました皆様方、ありがとうございまし
た。

司会

皆様、今一度、大きな拍手をお願いいたします。
では、壇上の皆様につきましては、ご降壇をお

願いいたします。

秋本敏文

この国際会議のあらたまった会議そのものは以
上で終わりなんですが、こうやって世界各国からわ

ざわざ日本においでいただきましたので、ただ会議
だけで終わるというんじゃなくて、この機会に日本
のことを、いろんなことをもっと知っていただくよ
うにしたらどうかなと思って、そうすると、このホ
ールでこうやりますと、日本の音楽、古典音楽、お
琴とか尺八とか、そういうものを使った音楽という
のを皆さんにもこの機会にお聞きをいただく。皆さ
ん方にもお聞きいただく。外国の方々にもお聞きい
ただく。そして、そのことを日本の文化、日本の姿
についての思い出にしていただくといったようなこ
とで、何かと思って実はいろいろ考えたんですけれ
ども、結局お願いすることにしましたのが、1 つは

「春の海」でございます。「春の海」はいかにも天下
太平、日本のそれぞれの地域の平穏無事を祈るとい
う、そんな気持ちも込められるというような気もす
るもんですから、「春の海」を１つと。

それからもう１曲は、これは「ロンドンの夜の
雨」という曲があるんですけど、これも「春の海」
と同じように宮城道雄さんの作曲したものなんです
が、宮城道雄さんがロンドンにおいでになったとき
にたまたま、あの方は盲目なものですから街の中を
見て回るというようなことじゃなくて、ホテルにい
ましたら、その日は雨の日だったと、その雨の音を
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聞きながら、その雨のイメージというのを曲にした
のが「ロンドンの夜の雨」ということで、これはい
わばロンドンの街のイメージを宮城道雄流に音楽と
してまとめたということにもなるわけであります。

ということで２曲、せっかくの機会ですので演
奏してもらおうということにいたしました。演奏し
ていただくのは、お琴のほうは砂崎知子さん、そし
て尺八は武田旺山さんという方なのですが、いずれ
も私の知る限りで言うと日本の最高級の演奏者でご

ざいます。皆さんもちょっとあんまりご縁がないか
もしれませんが、このニッショーホールで、こうい
う国際会議のときに日本をさらに、またこんな形で
も知っていただくというような形に、貴重な機会に
していきたいなと思っております。最初はまず「春
の海」、そして終わりましたら、次は「ロンドンの
夜の雨」ということでありますので、どうぞ皆さ
ん、お聴き取りいただきたいと思います。
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